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例 言

1 .本書は、 日本道路公団北海道支社がおこなう北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）建設工事にと

もない、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成15年度及び平成16年度に発掘調査を実施し

た、森町上台2遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書（第216集）である。

2．発掘調査および報告書の作成は、第2調査部第3調査課がおこなった。

3． 本書の執筆は袖岡淳子、坂本尚史がおこない、文責は担当箇所の文末に記載した。全体の編集は

坂本尚史が担当した。

4．掲載遺物の写真撮影は中山昭大がおこなった。

5．土壌化学分析は国立科学博物館の須永薫子氏に依頼した。

6．花粉分析、植物珪酸体分析（平成15年度）はパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。

7．植物珪酸体分析（平成16年度)、寄生虫卵分析、花粉分析、珪藻分析、炭化種子同定、炭化樹種

同定は株式会社古環境研究所に依頼した。

8．整理作業は、土器を袖岡、石器、図面整理・作成、集計作業を坂本が担当した。

9．鉄製品の保存処理は第1調査部第1調査課田口尚がおこなった。

10,鉄製品の観察には第2調査部第3調査課三浦正人の助言を得た。

11． テフラ層の鑑定は、第1調査部第1調査課花岡正光がおこなった。

12．報告書刊行後、遺物および図面・台帳は森町教育委員会が、写真フィルムは北海道立埋蔵文化

財センターが保管する。

13．調査にあたっては、下記の機関および諸氏の御指導、御協力をいただいた（順不同、敬称略)。

北海道教育庁生涯学習部文化課、森町教育委員会藤田登・佐藤稔・荻野幸男・本山志郎・八重柏誠・高杉博章・高

橋均、八雲町教育委員会、八雲町郷土資料館三浦孝一・柴田信一・吉田力、七飯町教育委員会山田央、函館市教

育委員会長谷部一弘・田原良信・野村祐一・阿部千春・福田祐二・小林貢、市立函館博物館五稜郭分館佐藤智

雄、南茅部町埋蔵文化財調査団坪井睦美・輪島慎二､松前町教育委員会久保泰・前田正憲・谷岡康孝・天方直仁・

竹内友香、知内町郷土資料館高橘豊彦、木古内l1l]教育委員会木元豊、上磯町教育委員会森靖裕・大矢内愛史・

三上英則・野辺地初雄・安西雅希､泊村教育委員会田部淳・村上章久､上ノ国町教育委員会松崎水穂・斉藤邦典・

塚田直哉・高橋昇、乙部町教育委員会森広樹・藤田巧、伊達市教育委員会大島直行・青野友哉・菅野修宏、奥尻

町歴史民俗資料館木村哲朗、今金町教育委員会寺崎康史・宮本雅通、厚沢部町教育委員会石井淳平、虻田町教

育委員会角田隆志、千歳市教育委員会大谷敏三・田村俊之・松田淳子・豊田宏良・高橋理、恵庭市教育委員会

上屋真一・松谷純一・森秀之・長町章弘、厚真IIIT教育委員会乾哲也・小野哲也、平取町教育委員会森岡健治・長

田佳宏、余市水産博物館乾芳宏、小樽市博物館石川直章、稚内市内山真澄、油河町川内基、富良野市博物館

杉浦重信・澤田健、静内町教育委員会藪中剛司・齋藤大朋、北広島市教育委員会遠藤龍畝、石狩市教育委員会

石橋孝夫・工藤義衛、江差町教育委員会藤島一巳、門別l11]教育委員会川内谷修、深川市教育委員会葛西智義、

ところ遺跡の森武田修、旭川市博物館瀬川拓郎、旭川市教育委員会友田哲弘・大倉千加子、苫小牧市博物館

赤石慎三、北海道開拓記念館山田悟郎・平川善祥・右代啓視・鈴木拓也、北海道考古学研究所横山英介、帝京大

学阿部朝術、北海道文化財保護協会竹田輝雄、田中園芸コンサルタント事務所田中淳、群馬県立歴史博物館

能登健、群馬県埋蔵文化財調査事業団小島敦子、国立科学博物館須永薫子、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センター丸山直美、一戸町教育委員会高田和徳、青森県埋蔵文化財調査センター平山明寿



記号等の説明

遺構の表記には、本文および図表中では次の略号を使用した。発掘区名と区別するため、 「F－

1」、 「P－2」のように、アルファベットとアラビア数字の間にはハイフンを挿入した。

P :土坑、Tピット F:赤褐色土CB:炭化物集中

実測図、拓影図の縮尺は、原則として次のとおりである。図にはスケールを付した。

基本土層断面図 1 ：50 遺構（炭化物集中） ・赤褐色土堆積平面図 1 ：80 遺構（土

坑）平面図・断面、畑跡土層断面図 1 ：40 遺物出土状況 l :20

土器 1 : 3 剥片石器・石斧類・鉄製品 1 : 2 礫石器 l : 4

調査区の設定は道路公団の工事用設計図を基にした。 これは函館を基点にしたもので、そのため

作成した図面は「北が上」の体裁をとっていない。

基本土層図、遺構の土層堆積図に表記した数字は標高（単位m)を示す。

本文で、遺構の規模は次の要領で計測値を示した（単位m)。なお一部破壊されているもの等に

ついては、現存長を（丸括弧）で示した。巻末表中では単位をcmで表記した。

・士 坑 ： （確認面の長軸長／坑底面の長軸長） × （確認面の短軸長／坑底面の短軸長）

×確認面からの最大深

・炭化物集中 ：確認面の長軸長×短軸長×層厚

土層の表記は、基本土層はローマ数字、遺構内の層位はアラビア数字で示した。土層の色調表現

は、 『新版標準土色帖』 （小山・竹原 1967）を使用した。粘度、土性分析の観察方法は、 「土

壌調査ハンドブック』 （ペドロジスト懇談会 1984)を参考にした。

畑跡土層断面図の中で、畝間は太線で示した。

石器にみられた光沢、すり痕は、図中では網掛けで範囲を示した（図1－18)。スクレイパーの

光沢と、台石・石皿のすり面は、明瞭、不明瞭等の状況に応じてトーンの種類を変えている。付

着物については塗潰しで表現している。

石器の断面、側面等の表現で、敲打痕はV－V、すり痕はl－lで範囲を示した。節理面は実線

と破線を組み合わせたもので表現した。

巻末表、掲載石器一覧の残存率の分類内容は、 0 ：完形、 1 ：2/3以上残存、 2 ：半分程度残存、

3 ：残存が1/3以下、 4 :破損品を再加工もしくは再使用しているもの、である。

巻末表掲載石器一覧の付着物・被熱については、観察されるものをlで示した。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項
事業名北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）埋蔵文化財発掘調査

委託者日本道路公団北海道支社

受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名上台2遺跡（北海道教育委員会登載番号B-15-31)

所在地茅部郡森町字上台町326－1， 326－5ほか

調査面積9,336m2

発掘期間平成15年5月6日～10月28日

平成16年3月10日～3月17日

平成16年5月6日～9月2日

整理期間平成15年11月1日～平成15年3月30日

平成16年11月1日～平成17年3月31日

2 調査体制
平成15年度調査体制

理事長 森重

専務理事 宮崎

常務理事 畑

第2調査部長 西田

第3調査課長 熊谷

主 任 袖岡

坂本

平成16年度調査体制

理事長 森重

専務理事 宮崎

常務理事 佐藤

第2調査部長 西田

第3調査課長 熊谷

主 任 袖岡

坂本

楯一

勝

宏明

茂

仁志（発掘担当者）

淳子（発掘担当者）

尚史（発掘担当者）

楯一

勝

俊和

茂

仁志

淳子

尚史

(発掘担当者）

(発掘担当者）

(発掘担当者）

3 調査にいたる経緯
北海道縦貫自動車道（函館～名寄間）は、函館市を起点として室蘭．北海道縦貫自動車道（函館～名寄間）は、函館市を起点として室蘭・苫小牧・札幌市を経由し、名

寄市に至る総延長488kmの路線で、 このうち国縫IC～和寒ICH359kmはすでに供用開始されている。

七飯～長万部間の路線については平成2年4月に日本道路公団札|幌建設局（当時）から北海道教育委

員会へ埋蔵文化財についての事前協議がなされた。協議を受けた北海道教育委員会は平成2年4月に

所在確認調査を、平成5年に北側の長万部町から順次範囲確認調査（試掘調査）を開始した。森町内

の試掘調査は平成7年から実施され、平成16年の段階で21遺跡の発掘調査が実施された(表Ⅱ－1)。

上台2遺跡については、範囲確認調査が平成8年5月、平成14年10月・ 11月に実施され、協議区

域内のうち、発掘調査の必要な面積8,250m2が提示された。北海道教育委員会と道路公団との協議に

より、計画変更は不可能なことから、発掘調査を実施することとなった。また、平成15年7月、平

成16年4月に、当初計画範囲から北西側（八雲側）に位置する範囲について、範囲確認調査が実施

され、発掘調査必要範囲3,320m2と工事立会範囲5,220m2が追加提示された。

7



斤 恥 ご 陸 雲

“

齢
内

浦
湾

図
1
－
1

遺
跡
の
位
置



角
、
～

I
／′

森
ﾉ

'
2
遺
跡
／

~

k

一

、
， J
'
々

□
H1
5年
度
調
査
終
了
遺
跡

"M
H1
6年
度
調
査
終
了
遺
跡

手

図
1
－
2

周
辺
の
地
形
と
遺
跡

［ 謎 噺 ｓ 菫 墹
由

図
1
－
3

遺
跡
周
辺
の
地
形



上台2遺跡

4 調査の方法
（ 1 ）調査区の設定

上台2遺跡の調査区は、北海道縦貫自動車道工事用地内の基準杭STA.348とSTA.349を結んだ直線

を南東一北西のラインの基線とし、 STA.348を基準点として、基線に直交する南西北東方向のライ

ンを設定した。調査区画は4m四方とし、区画（グリッド）の名称は、基線と平行する南東一北西方

向ラインにアルファベット、南西北東方向ラインにアラビア数字を用い、それぞれ交差する地点に

調査杭を打設した。基準点STA.348をM25に設定し、アルファベットは北東方向にN･O･P…、南

西方向にL･K・ 』…と、数字は北西方向に26．27．28…、南東方向に24･23･22…と進行するこ

ととした。南側交点がそのグリッドの名称で、アルファベットと数字を組み合わせ、 「K18」のよう

に表記した。アルファベットと数字の間にはハイフンを入れず、遺構名と区別するようにした。基準

点の平面直角座標系の座標値は下記のとおりである。

世界測地系第M系

STA.348 X=-212419.212 Y=26470.261

STA.349 X=-212343.325 Y=26405. 141

（2）基本層序

①観察方法

基本層序、遺構の土層の観察には「標準土色'l'占」 （小山・竹原1967)および『土壌ハンドブック」

（ペドロジスト懇談会1984）を参考に、主に以下の項目について観察・記載した。混入物について

は必要に応じて記録した。

色 調：色相、明度、彩度を記号および数値で表す方法を採用した（小山・竹原1967)。

土性区分：砂土、砂壌土、壌土、シルト質壌土、埴壌土、埴土に分けられる。

粘着性：なし、弱、中、強に分けられる。

堅密度：すこぶるしよう、 しよう、軟、堅、すこぶる堅、固結に分けられる。

混入物：主に混入の割合（％)、混入物の種類と大きさについて記載。混入物が礫の場合は、

大きさ、形状、風化度合いを観察項目とした。

②基本層序

I層：表土・耕作土

Ⅱ層：駒ヶ岳d降下軽石堆積物(Ko_d)

灰白色軽石層。粒径数mm～5cm程度。 1640年降下。層厚180cm前後。

Ⅲ層：黒色土

擦文時代～近世の遺物包含層。 a･ bに分類した。

Ⅲa層：炭化物粒を含有。層厚1～1Ocmだが、基本的には1 ． 2cm程度の薄い堆積。

Ⅲb層：擦文時代～中．近世の遺物包含層に相当する｡上面から畑跡が構築されている｡層厚3～10cm。

Ⅳ層：白頭山苫小牧火l l｣灰(B-Tm)

黄褐色火山灰。調査区のほぼ全域で、斑状に検出される。 10世紀降下。層厚1～5cm程度。

V層：黒～暗褐色土

縄文時代前期～擦文時代の遺物包含層｡今回の調査では縄文時代前期～晩期の遺物が出土した。

a･ b･ cに分層した。

Va層：粘性がやや強く、粒子が細かい。混入物を含まない。乾燥するとクラックが入る。主に縄

文時代後・晩期の遺物を含む。層厚5～10cm。
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上台2遺跡

Vb層：粒子がVa層よりやや粗く、駒ヶ岳g降下軽石堆積物(Ko-g)の軽石が5～10%程度混入

する。縄文時代前期～後期の遺物包含層。Ko-gの混入率によっては、部分的に1 ． 2に細

分される。層厚20～40cmo

Vb-1 :Ko-g混入率1～2%

Vb-2 :Ko-g混入率5～10%

Vc層：暗褐色士。漸移層。

暗褐色土のほか、Ko-gに少量の黒色土が均一に混入するものなど、V層からⅥ層への漸

移層と捉えられる土層を含めた。調査区内に断続的に分布する。層厚5～10cm。

Ⅵ層：駒ヶ岳g降下軽石堆積物(Ko-g)

明黄褐色軽石層。粒径数mm～2cm程度。 5000～6000年前に降下したとされる。層厚は5～30

CInで、 20cmほどの部分が多く、欠落する部分もある。また、沢地形などの窪んだ部分には厚く

堆積している。上位のⅥ層やV層との層界は比較的明瞭であるが、凹凸が著しい。

Ⅶ層：灰黄褐色ローム層

粘性・堅密度ともに強い。Ko-gと思われる黄褐色軽石が混入する。縄文時代早期の遺物包含

層。層厚5～10cm。

Ⅷ層：灰黄褐色ローム層

Ⅸ層：濁川カルデラ火砕流堆積物及び火砕サージ堆積物(Ng)。

（3）調査の方法

①発掘調査

【 1 】調査区の区分について

調査は平成15年度、平成16年度に渡っておこなわれた。調査にあたっては、調査区内をはしる町

営水道管の確保、工事用道路の取り付け、排土置場の確保、排土搬出時期、町道法面の確保、保安林

に関わる植林地の扱い、付近住人の畑進入路の確保､調査範囲の追加など､様々な問題が要因となり、

部分的範囲に対し順次調査展開することになった。調査範囲は、上記要因に応じてl～14区に区分

した（図1-6)｡ 1～14の数字は調査展開11個序を表している。

【2】調査面積について

調査面積については、当初8,250m2が計画され、最終的に9,336m2を調査するに至った。計画変更

の内容は次のとおりである。

平成15年度は当初計画8,250m2であったが､以下の3点の理由から､3,224m2減の5,026m2について、

平成15年5月～10月の間に調査を行った。①Ⅱ層(Ko-d)の堆積が1.8mと厚く、崩落防止のため安

定確保の法面勾配をつけての掘削が必要であり、 この法面部分の調査面積が減少した。②保安林に関

わる植林地部分と町道に接する工事用道路及び作業ヤードについて、平成15年度調査範囲から除外

を要望する旨、道路公団より申し出があった。③調査区内に埋設された水道管部分については保安上

調査範囲から除外した。

平成16年3月にも道路公団の要望により範囲確認調査を実施し、遺構の検出に伴い170m2の範囲に

ついて発掘調査を行った。よって平成15年度の最終的な調査面積は5, 196m2となった。

平成16年度は上記②の理由により残された1,560m2の範囲について当初計画されたが、次の2点の

理由により計画変更がなされた。④工事掘削部の法面保護と現道法面確保のため調査面積が減少し

た。⑤範囲確認調査の結果、調査必要と判断された3,320m2の範囲が追加された。平成16年度の調査

期間は平成16年5月～9月で、調査範囲は4, 140m2である。
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I 調査の概要

【3】調査手順について

調査は表土剥ぎから開始され、黒色土であるⅢa層の上面を重機により検出した。地形測量作業

後、部分的に残るKo-d火山灰をジョレン等で除去し、Ⅲa～Ⅲb層の上面を精査・検出した。次に

25％調査を開始したが、Ⅳ層上面で畑跡が確認できたため、調査区内を面的にⅣ層上面まで検出し、

畑跡の平面を調査することとした。なお、平成15年度はⅣ層上面で確認したが、平成16年度では、

Ⅲb層上面で検出することができたため、Ⅲb層上面で畑跡の調査を行った。

畑跡の調査は平面と断面の記録を主とし、基本的に①土層観察用ベルトの設定、②平面の検出、③

平面写真撮影、④平面図化作業、⑤断面トレンチ掘削、⑥断面写真撮影、⑦断面図化作業、⑧自然科

学分析用試料の採取、の手順で行った。

畑跡平面の図化は、比較的狭い範囲の地区は手作業で行ったが、 2 ． 3 ． 4区(2,930m2)につい

ては作業の効率化を図るため、 ラジコンヘリコプターを利用した写真測量作業を行った。図化は帯状

に黒色士が落ち込む畝間の範囲を実測した。畝間平面は検出作業直後が最も良好に観察できるが、時

間の経過に伴い不明瞭となり、判別が難しくなる。よって、検出後、写真撮影を行い、すぐに畝間の

輪郭に沿って移植で目印を付け、その後目印を頼りに実測作業を行う方法をとった。畝間の輪郭は、

数メートルから数十メートルの距離をおいて肉眼観察すれば良好に判別できることが分かったため、

目印付けはローリングタワーや脚立から観察する者と、輪郭の目印をつけてゆく者に役割分抵して

行った。

畑跡の|断面は畝が傾斜方向に沿って構築されていることから、傾斜方向と直交する方向に土層観察

用のベルトを設定し、ベルト沿いのトレンチ調査によって確認した。ベルト設定は基本的にⅢ層上面

で行った。

上記作業手順のほかには、部分的範囲に対して、畝間覆土の掘削作業、Va層上面での畑跡平面図

化、畝間縦断面の観察などを必要に応じて行った。

畑跡に関する自然科学分析は、当時の環境復元、栽培種と栽培方法の特定を主な目的として、土壌

科学分析、炭化種子同定、炭化樹種同定、植物珪酸体分析、花粉分析、珪藻分析、寄生虫卵分析につ

いて行った。炭化種子同定・炭化樹種|司定は、任意の範囲について層位別に土壌を採取し、水洗選別

作業により試料を抽出した。試料採取の方法については、V章第5節に記載した。

畑跡の調査終了後、 25％調査を開始し、遺構・遺物の分布状況を把握することに努めた。 25％調

査ではV～Ⅶ層までの包含層調査を行った。結果、Ⅲ層・Va層･Vb層・Vc層．Ⅶ層が遺物包含層

であると判断し、遺物・遺構の分布は散発的であることを確認した。 25％調査終了後は、 V層調査

をおこない、Ⅵ層(Ko-g)上面まで掘り下げた。掘り下げは基本的に人力でおこない、遺物分布が

希薄なことから、主にスコップ・ジョレンを使用した。包含層調査時に検出された遺構については、

順次調査に着手した。V層調査終了後、重機により無遺物層であるⅥ層を除去し、ジョレン等で精査、

Ⅶ層上面の検出を行った。地形測量作業後、 25％調査結果から必要と判断した範囲に対し、Ⅶ層の

包含層調査を行った。

基本土層観察は、土層観察用のベルトを、グリッドラインに設定して行った。ベルトは調査区を広

く横断するMライン（7区はOライン） と直交方向の26．40．58ラインに設定した。

遺物の取り上げは、 4×4mの調査区（グリッド）を4分割して2×2mの小グリッドを設定し、

小グリッド単位で行った。小グリッドは各グリッドの基準杭から反時計回りにa･b ・ c ． dと付し

た。

Z5



上台2遺跡

【4】 ヒグマ対策について

遺跡周辺はヒグマが多く出没する地域である。そのため、安全対策として平成15年度は害獣駆除

資格をもつ猟師による見回りを行った。見回りは森川3遺跡から山側を回り上台2に至る範囲につい

て2週間に一度、定期的に行った。

②整理の方法

【 1 】－次整理

遺物の一次整理はすべて現地で行った。一次整理の工程は、①水洗、②分類・重量計測・属性観察、

③台帳記録④注記である。遺物番号は台帳記録の段階で付すこととした｡遺物は遺物名分類のうち、

「土器」 と 「石器・礫・鉄製品」に分けて扱い、独立した台帳にそれぞれの遺物番号を付した。よっ

て、土器と石器が同一グリッドから複数出土していれば、同一遺物番号の資料が土器と石器それぞれ

に存在することになる。また、遺物番号は小グリッド単位で連続的に付すこととした。石器の属性観

察は、石材、残存率、付着物の有無、被熱の有無について行った。台帳の情報はコンピューターに入

力して管理し、集計作業等を行った。注記は原則として礫以外のすべての遺物に対して行った。内容

は、遺跡名「UD2」 ・遺構名もしくは調査区名（大グリッド・小グリッド) ･遺物番号・層位であ

る。小破片にもグリッド・遺物番号などの優先的な情報は注記するように努めた。

遺跡名 捌査区名 逝物番号 層位

UD2 - P5a - 10 - Vb (包含層出土小グリッド単位）

遺跡名 辿構名 辿物番号 層位

UD2 - P-5 - 10 - フク2 (遺構出土）

【2】二次整理

図面類については、実測図面の整理、素図の作成、 トレース図作成を行った。写真については、現

地撮影フィルムの整理と台帳作成、遺物撮影、報告書掲載図版の作成を行った。

遺物については、再・細分類、遺物台帳と遺物の照合、台'帳の補正、集計、土器の接合・復元作業、

遺物属性観察、報告書掲載遺物の実測・拓影図・ トレース図作成を行った。詳細については、土器と

石器に分けて説明する。土器・石器とも遺構からの出土はなく、全て包含層遺物として整理してい

る。なお、遺物の二次整理は全て江別市内の整理作業所で行った。 （坂本）

土器の整理

土器は分類ごとに接合作業を行い、出土グリッド単位を中心に徐々に対象範囲を広げる方法を採用

した。土器片の接着にはセメダインを用い、破片の欠落した箇所や補強等にバイサムを使用した。ま

た、接合作業と並行し、分類の修正、遺物台帳の補正を行った。掲載遺物については器形や文様構成

が特徴的で時期を明瞭に示すものを主に選択した。 （袖岡）

石器の整理

石器は分類別に収納した後、報告書掲載遺物の抽出、図化作業、写真撮影を行った。報告掲載遺物

は残存状況が良好で器種特徴を良く示すもの、特徴的な形態のものを選択した。掲載石器については

「長さ」 、 「幅」 、 「厚さ」の計測をおこない、結果を巻末表の掲載石器一覧に示した。 （坂本）

（4）遺物の分類

①土器

土器は、縄文時代のものをI～V群に分けた。 I群を縄文時代早期、 Ⅱ群を縄文時代前期、Ⅲ群を

縄文時代中期、Ⅳ群を縄文時代後期、V群を縄文時代晩期とした。

I群縄文時代早期に属する土器群

ﾉ6



I 調査の概要

I群a類貝殻文、条痕文、沈線文の施された土器。

I群b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、貼付文の施されたもの（出土していない)。

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器群

Ⅱ群a類縄文尖底土器群（出土していない)。

Ⅱ群b類円筒土器下層式に属するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群

Ⅲ群a類円筒上層式、サイベ沢Ⅶ式、見晴町式に相当するもの。

Ⅲ群b類榎林式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群

Ⅳ群a類天祐寺式、 トリサキ式、大津式、白坂3式に相当するもの。

Ⅳ群b類ウサクマイC式、手稲式に相当するもの。

Ⅳ群c式堂林式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属する土器群大洞A-A'式に相当するもの。 （袖岡）

②石器

石器は本遺跡内で出土したものに対し、その器種名称と定義を述べることとする。また図Ⅲ－7に

は部分名称と計測位置を示した。計測で欠損部分があるものは、残存長の数値を示し、丸括弧（ ）

でくくった。 「重さ」の数値は1,2009未満のものについては0． 19を、 1,2009を越えるものは19

を最小単位とする数値で示した。

石鑑

押圧剥離や平坦剥離により両面調整された、尖頭形を呈す8cm未満のもの。

石槍

押圧剥離や平坦剥離により両面調整された、尖頭形を呈す8cm以上のもの。

つまみ付きナイフ

剥片を素材とし、 ノッチ状の加工により端部につまみ部が作り出されたもの。

石錐

剥片を素材とし、端部に錐状の突出部が作り出されたもの。

スクレイパー

剥片を素材とし、調整剥離面が側縁に10面以上連続して加えられたもの。

ピエス・エスキーユ

剥片もしくは礫を素材とし、対向する小剥離が素材の両端部にあるもの。また、いわゆる両極剥離

打法により発生する各種の割れの特徴を持つもの。

Rフレイク（二次加工ある剥片）

剥片を素材とし、 10面未満の不規則で散漫な剥離が加えられた不定形のもの。

フレイク

石核、石器（トゥール)、剥片などから剥離されたもので、二次的な剥離を受けていないもの。

石核

剥片もしくは礫を素材とし、石器（トゥール）の素材となりえる大きさ・形状の剥片を剥離した痕

跡が複数あるもの。

原石

剥片石器・石斧の素材を供給する石材の礫のうち、素材剥片の剥離がおこなわれていないか、もし

アノア
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I 調査の概要

くは不明瞭なもの。石器の原材料とみられるもの。

石斧

剥片もしくは礫を素材とし、敲打・打欠き・研磨により整形され、斧状の刃部があるもの。

敲石

礫を素材とし、敲打痕があるものの内、能動的と考えられるもの。

扁平打製石器

扁平礫もしくは剥片を素材とし、周囲や端部を打ち欠き、楕円・半円・長方形を呈するもので、下

縁に'幅の狭いすり痕跡面（すり面）を有するもの。すり面がなく、下縁が両面調整により、鋭い縁辺

を呈すものは原材とした。

北海道式石冠

分厚い礫を素材とし、打ち欠き、敲打により、石冠様の形状に整形されたもので、下面に''1日広い擦

痕を有する。器体中央部付近には敲打による帯状の凹みが巡る。

台石・石皿

礫を素材とし、擦り痕もしくは敲打痕があるものの内、受動的と考えられるもの。

（5）記録類、遺物の収納・保管

発掘調査および整理作業で撮影した写真フィルムは、北海道立埋蔵文化財センターにて保管する。

出土遺物、遺物台帳、発掘調査で作成した図面は、森町教育委員会が保管する。出土遺物の収納方法

は以下のとおりである。

出土遺物はまず報告書掲載と未掲載のものに分けた。掲載遺物はすべて包含層遺物であり、土器・

石器・鉄製品に分けて収納した。基本的に掲載遺物については掲載番号順に収納した。未掲載の包含

層遺物は土器・石器で区分した後、分類ごとに分け、 さらに調査区・遺物番号の若い順にコンテナに

収納した。 これらのコンテナには通し番号をつけ、収納台帳を作成した。

（6）その他

土器・石器・鉄製品・礫以外の遺物では、炭化材、炭化種子等がある。 これらは土壌水洗選別作業

で検出を試みた結果、微細遺物として採取されたものである。出土場所、層位、 日付、採取質量等を

記載した整理台帳を作成し、必要に応じて自然科学的分析を行った。

5 調査結果の概要（表1－1～4）
今回の調査では、縄文時代早期～晩期の遺構・遺物が検出された。遺跡周辺の現況は畑であるが、

Ko-dが厚く堆積していたため、遺構と遺物包含層の残存状況は良好であった。

遺構は土坑2基、Tピット4基、炭化物集中14か所、畑跡を検出した。土坑･TピットはVb層中

から構築されており、縄文時代前期から後期に属すると考えられる。Tピットには平面が細長い長楕

円形のものと、楕円形を呈するものとがある。炭化物集中は12箇所をⅢb～Va層上面で検出してお

り、多くが畑跡と|司時期に形成されたと考えられる。

畑跡は調査区のほぼ全面で検出された。畑跡を平面調査で確認した面積は7,050m2ほどであるが、

断面による確認範囲を含めると約7,600m2に広がると判断される。更に、未調査であるが周囲に畑跡

が確認されるなどして畑跡の分布が確実視される範囲を含めれば、約1万In2以上に及ぶと考えられ

る。

畑跡の平面確認は、平成15年度ではⅣ層上面まで掘り下げた段階で行ったが、平成16年度の調査

ではⅢb層上面で検出することができた。畑跡はⅢb層上面が構築面であり、 Ⅱ層(Ko-d、 1640年降

7Q
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_上台2遺跡

灰）堆積の程近い時期まで営まれていたと考えられる。

畝間はそのほとんどが、遺跡の立地する東向き斜面地形の傾斜方向に沿って構築されていた。畝間

の間隔は120cm前後のものが最も明l僚に、多くみられる。畝間の長さは、最も長いもので約34mある

が、明瞭な部分と不明瞭な部分が断続的に検出されることが多く、長さの平均値などを確認するには

至らなかった。

畝立てについては、畝部分上面（Ⅲb層上面）で、B-Tmの小ブロックが混在する状況を確認した

ことから、畝立てを行ったと考えられる。 しかし、畝立ての盛り土については、断面において明瞭に

は確認できていない。また、最終的に自然生成と判断したが、当初焼土として認識した赤褐～褐色土

の堆積をVa層上面で95か所確認した。

遺物は土器1,736点、石器284点、礫1,887点、鉄製品1点、合計3,908点が出土した。 この内、遺

構出土遺物は礫2点のみである。遺物の集計結果は表1－2～4に示した。

土器は縄文時代早期から晩期に属するものがあり､特に前期後半のⅡ群b類､中期前半のⅢ群a類、

後期前葉のⅣ群a類が多数を占める。また､Ⅳ群a類に属する完形の壷形土器がl個体出土している。

石器は、石嫉、石槍、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、ピエス・エスキーユ、石核、原石、

Rフレイク、フレイク、敲石、扁平打製石器、北海道式石冠、台石・石皿が出土した。早期の包含層

であるⅦ層から出土したものは、石鰄、つまみ付きナイフがある。数量的に多いものは石嫉、敲石で

ある。石器はトゥールが7割近くと多数を占めること、フレイクが3割未満と少数であることが特徴

としてあげられる。

鉄製品はⅢb層上部から完形の刀子が1点出土した。Ⅲb層は畑跡構築面であり、本来的にⅢb層

に包含されていたと考えられる遺物は礫と刀子のみである。

自然科学分析は主に畑跡を対象として、土壌化学分析、炭化樹種同定、炭化種子同定、植物珪酸体

分析、花粉分析、珪藻分析、寄生虫卵分析を実施し、結果はV章に記載した。また、畑跡調査につい

ては群馬県立歴史博物館の能登健氏、国立科学博物館の須永薫子氏を招き、現地指導を仰いだ。

（坂本）

表1－1 検出遺構 表1－2 遺構出土遺物集計結果

表1－3 包含層出土土器集計結果
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Ⅱ遺跡の立地と周辺の遺跡

Ⅱ潰跡の立地と周辺の潰跡

1 遣跡の位置と周辺の環境(図I - 1 ･ 2、 Ⅱ- 1～3)
遺跡の所在する森町は、渡島半島の中央部に位置する。森町の境界は、東は押出沢から駒ケ岳の剣

ヶ峰を経て大沼の大岩を結ぶ線で砂原町・鹿部町・七飯町に隣接し、西は茂無部川から狗神岳を含む

尾根を境に八雲町と接し、南は狗神岳から三九郎岳・弥五兵衛岳などの稜線を境に厚沢部町・大野町

にそれぞれ接している。また、北東側は噴火湾（内浦湾）に面しており、海岸線は17.3kmにわたる。

町内の広さは東西25.3km、南北24.7kmに及び、総面積313.26km2を有している。

前述のように、町の南西側には標高800～1200mの渡島山地が連なり、南東部には活火山である駒

ヶ岳の山麓が広がる。森町の地形は一般に丘陵性で、渡島山地から続く緩斜面地形が末端で台地状を

呈し、海岸段丘を経て内浦湾に至るものである。上台2遺跡周辺の地形の基盤は、約1万2千年前に

噴火した濁川火砕流により形成された火砕流台地である。

遺跡は、森町市街地から南側に約2km、南西側の山地から続く斜面地形末端の台地上に形成され

た、尾根状地形東側の緩斜面、標高約80～105mに立地する。現在の海岸線からは直線で約2.5kmの

距離がある。尾根状地形西側斜面は沢地形となっており、烏崎川に至るとみられる。尾根状地形はこ

の沢によって形成されたと考えられる。尾根状地形は沢に沿って北西側の森高校付近まで、細長く続

いている。また、遺跡の立地する東側緩斜面の末端は森川の支流に接し、対岸には上台l遺跡が位置

する。森川の支流と調査区との比高は15m程である。

上台2遺跡は、標高100m前後の高位に位置するため、非常に眺望が良く、森市街、内浦湾、駒ケ岳

が一望できる。遺跡の現況はアカマツの人工林と畑であり、遺跡周辺のなだらかな斜面地形も畑や果

樹園に利用されている。観賞用の草花、プルーン、 カボチャ等が栽培されており、そうした中に広葉

樹の林が点在している。森町史によれば、森町の地名はアイヌ語の「オニウシ」 (O-ni-uShi)に由来す

るとされる。 「オ」 （生えている） 「二」 （木） 「ウシ」 （所）＝木の多く生えているところ、 と解釈で

きる。上原熊次郎地名考では、 「樹木の繁ると訳す」とし、これを「森」の意と訳した。文化初年の屏

風絵には、 「ヲニウシベツ。一名烏崎川」と記されたそばに「モリ」コタンがかかれ、その背後が森林

となっている。烏崎川の河口付近一帯から上台町方面には樹木が鯵蒼と繁茂していたようである。

2 森町の歴史
①和人の定住

森町の開基は安政5年（1858年） とされている。 これは本村である旧鶯ノ木村より分離した年を

開基としたもので、実際には16世紀末から、津軽や南部地方・上磯・箱館の漁師の入稼地であった。

当初は漁期に来所する季節的な入稼であったが、次第に定住化が進んだとされている。

記録に古いのは、近隣の砂原町で、天文元年（1532年）頃、津軽の蟹田村より権四郎が、漁夫を

率いて漁業を始めたとされ、その後30余年を経た元亀2年（1571年）に砂原村を称するようになっ

た。砂原村は18世紀の初頭頃には茂無部（もなしべ）川までを支配する大村となっている。

森町史によれば、森町で最初に和人定住の記録がみられるのは慶長6年(1601年）である。上磯

の有川より来た千歳末吉が鶯ノ木に居を構え、付近のアイヌや入稼者の漁を取り締まる浜名主を務め

たとされている。鶯ノ木は、寛文元年(1661年）もしくは寛永元年(1624年）に一村落を形成する

に至り、享保11年（1726年）頃、砂原村の支配下に置かれることとなった。また、尾白内は元和元
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'二台2遺跡

年（1615年）に吉田作兵衛、子之助の二人が初めて定住し、以後百数十年を経た寛政9年に戸数10

戸余りとなったと記録されている。 17世紀の初頭から徐々に和人の定住化が進み、人口が増加した

ことが推測される。

18世紀末までには、鷲ノ木村、尾白内村、蝦谷村（享保13年・ 1728年)、石倉村（寛延元年・ 1748

年)、森村（天明2年・ 1782年)、宿野辺村（寛政11年・ 1799年）の111頁で定住が開始され、村落が形

成された。生業は漁が中心であったようだが、宿野辺村では木材業と昼休所経営を目的に定住がおこ

なわれた。

②アイヌ地の時代

17世紀の中頃に起こったシャクシャインの乱では、松前藩がアイヌの鎮定を行い、幕府の命令に

より津軽藩も乱平定の救援を行った。蝦夷地に関心を持つ津軽藩は、当地の情勢を得るため藩士を探

索に派遣した。 この時に得られた詳細な情報が後に編纂された「津軽一統志」の巻第10に記載され

ている。 「津軽一統志」の記録によると、旧戸井町の西に位置する「子安」から八雲町の「野田追」

までの範囲は、当時アイヌの惣大将であるアイツライの勢力下にあり、他にオヤワイン、ヤクモタイ

ン、サルコというアイヌの支配地となっていたようである。森町に位置する「とち崎」 （烏崎？） 、 「か

やへ」 （本茅部）は、アイツライの持分とされ、それぞれ家4， 5軒があると記載している。

16世紀末から18世紀にかけての森町にはアイヌのコタンが複数存在し、そこに和人の定住者が増

加し、村を形成していった。アイヌと和人が共存していた様子が理解できる。 この頃の和人支配地は

熊石から子安までで、子安以北から内浦湾沿岸はアイヌ地であった。

③茅部場所

上記のように和人の漁業拠点が内浦湾沿岸に拡大したこと、シャクシャインの乱で松前藩が蝦夷地

内での支配力を高めたことを背景に、 17世紀に交易地が設けられるようになる。その性格は、松前

藩が家臣に給地として与えたもので、家臣はアイヌとの交易、交易地の管理により利益を得た。

交易地は「場所｣、 「商場」 といい、渡島の子安から野田追までの一帯には「箱館六ヵ場所」 と呼

ばれる「場所」が存在した。 「六ヶ場所」 とは、子安・戸井・尻岸内・尾札部・茅部・野田追に分け

られた漁業交易区域である。 「津軽一統志」によれば、寛文9年（1669年）頃では野田追のみが、商

場として記減され、茅部場所は元禄8年（1695年）に記録にあらわれる。

茅部場所は松屋川（現砂原町砂lll奇付近）から茂無部川にまでの沿岸を範囲とし、松前藩の重臣、北

見家が知行主であった。場所は当初、家臣が直接経営する「場所知行制」をとっていたが、 18世紀

の前半、享保から元文にかけて「場所請負制」に変化していった。場所請負制は商人に交易経営権を

与える代わりに、上納金を納めさせる制度である。経営権を与えられた商人は請負人と呼ばれ、六ヵ

場所の請負人は全て箱館の商人が占めていた。

「請負場所」のしくみは、場所に「運上屋」 （会所） と呼ばれる施設が作られ、 ここに支配人（責

任者)、通辞（アイヌの通訳)、 ’脹役（諸記録係)、番人（番屋管理人）を置いて、実際の交易と場所

の管理を行うものである。運上屋（会所）は現場事務所、宿泊所、交易品収蔵庫の性格を有し、そこ

に必要とされる労働力は、現地で調達した土着・出稼ぎの漁師とアイヌたちで賄われた。アイヌの主

だった者には、乙名、脇乙名、小使などの役を与えてアイヌ全体の掌握にあたらせた。また報酬には、

米、酒、塩、たばこ、鍋、小刀、針、古着、反物、糸、漆器、樽、キセルなどが与えられた。

場所で取引されたものは、元文期（18世紀前半）の様子を記した「蝦夷商買聞書」によれば、ニ

シン・数の子・昆布・サケ・オットセイ、寛政末年(18世紀末）の記録である「松前随商録」では、

ニシン・干鱈・昆布・オットセイ・マス・サメ・イリコがあげられている。町史によれば他にイワ
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トミ台2遺跡

シ、ナマコ、ホタテなども取れ、北前船によって関西方面に送られたようである。いずれにせよ、主

要取引物は海産物で占められていた。

会所の開かれた地の周辺は、多くの労働力が集まる状況であったと理解できる。茅部場所は砂原と

鶯ノ木の2か所に会所があり、鶯ノ木会所は現在鶯ノ木公園のあたりに位置していたようである。会

所で扱われた取引品は海産物であり、森は漁業の村として成り立っていたことがわかる。

④農業について

前述のように、森、砂原周辺の和人の定住は16世紀半ばから17世紀の初頭にかけて開始され、移

住は漁業をきっかけとしていた。当初は入稼を繰り返し、数年を経て定住化するのが一般的であった

ようである。町史によれば、 17世紀の間に漁業を生業基盤とした村々が成立し、 18世紀に成立した

場所においても海産物を主要な取引物としていた。

農業についての最も古い時期の記録は18世紀のもので、開拓使事業報告第2 ． 3編の享保年間

（1716～36年）についての記述である。 「茅部郡、農業起源未タ詳ナラス。享保中ヨリ漸次蔬菜ヲ播

種スル者アリ」とあり、野菜を栽培していたことが分かる。

菅江真澄の「蝦夷迺天布利」には、寛政3年（1791年）の森村の様子が記されており、家の傍に

紅藍花（べにばな）が植えられていたとある。 「蝦夷迺天布利」には同じく寛政3年の八雲、砂原の

様子も記されている。砂原は「サハラを出でて里の中路を行ば麻生・豆圃・胡瓜畠．ささげの畑・け

しの花苑もありて家は軒をつらねて海士のとみうど多し｡」 とある。八雲は野田生の記録で、 「ノタ

ヲヰ（野田生）より、 このオトシベのあたりのやまやま雨にやぶれ、河もみなよごれ水あふれ、あわ．

ひえのはたつものながれ、アヰノの畠、シャモのこもり （畑の異称）も残るかたなければ、なにをな

めて此としやくれなん｡」 とある。荒井保恵の「東行漫筆」によれば、文化6年の時点で、六ヵ場所

の内、畑は砂原と野田生にあるとされ、 「可意二作る畑計二て相応二出来ると云・」の記述が示すよ

うに、畑作が成立していたと捉えられる。また、野田生については、正徳5年(1715年） 「粟をも所

により蝦夷人少々作り申候｡」 （正徳五年松前志摩守差出候耆付)、享保5年(1720年） 「梁（あわ）

を植え以って根食に充つる者有り｡」（｢蝦夷誌」新井白石）など、 18世紀前半の記録がある。

18世紀までに八雲、砂原で農業が定着し、数種類の野菜、穀物を栽培して日常の糧食としていた。

また、森においても野菜の栽培が行われており、畑作が普及してしていたことが理解できる。しかし、

それらは副次的なもので、生業の基盤は換金性の高い漁業に依存していた。 「蝦夷迺天布利」に野田

生について記されたように、畑作は和人とアイヌの両者が担い手となっていたと考えられる。

3 周辺の遺跡（図Ⅱ－4、表Ⅱ－1)

森町内で確認されている遺跡は42か所で、平成16年までに北海道縦貫自動車道建設に伴う緊急発

掘調査によって、 21遺跡が発掘調査されている。北海道縦貫自動車道建設に伴う調査は、鷲ノ木4

遺跡､鶯ノ木5遺跡、栗ヶ丘l遺跡、森川2遺跡、森川5遺跡、駒ヶ岳1遺跡を森町教育委員会が行

い、本内川右岸遺跡、三次郎川右岸遺跡、三次郎川左岸遺跡、石倉l遺跡、石倉2遺跡、石倉3遺跡、

石倉4遺跡、石倉5遺跡、濁川左岸遺跡、本茅部1遺跡、倉知川右岸遺跡、上台1遺跡、上台2遺跡、

森川3遺跡、森川4遺跡を財団法人北海道埋蔵文化財センターが行った。

森町内の各遺跡の内容については、 「本茅部l遺跡」 （北埋調報191)、 「石倉3遺跡・石倉5遺跡」

（北埋調報205）に詳しく記載されている。ただし、平成16年度において、北海道教育委員会で作成

している埋蔵文化財包蔵地調査カードの内容が変更されたことを受け、本報告では一覧表等の内容を

修正して掲載している。 （坂本）
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Ⅱ遺跡の立地と周辺の遺跡

表Ⅱ－1 森町の遺跡一覧

登倣

番号
所 在 地 立地 標高(、） 備 考遺跡名称 種別 時Ⅲ（型式略名）

－4 河岸段丘

216．217河岸段丘

河岸段丘

繩文'|1期

繩文中期

純文晩期

(' 11術上層）

(lxI楠上層）

擦文

１

２

川

川

川

姫

姫

白

過物包含地

遺物包含地

遺物包含地

字駒ケ届132 1

字駒ヶ岳17－6

字白川49-14
０

７

２

５

６

１

ヘ

ー

１

８
４

１
’
２
’
３ 貝塚あり

繩文前期、統純文（悪l i I)、擦文、

中近世
海岸段、森川貝塚 貝塚 森川町76～79ほか 13～15Ｉ

繩文前（円筒下lWb) ･ ' |!期、続
繩又（恵1 1 1）

1982 「森川A遺跡」 ｜IIj教委森川1 遺物包含地 森川町69－2ほか 海岸段丘5 15～18

6 1森川2 1遺物包含地｜字霞台34 1， 35-2 台地 | 80～100 繩文中～晩期、擦文 2004 「森川2遺跡」町教委

2003 「森町本内川右岸辿跡」北理
調報182

繩文中（円筒上隅b, ノダッブ
11) ・後期（天袖寺）

本内川右Ⅱ 遺物包含地 字石倉lil｣.610 7 ． 8 台地７ 10～60

8 1茂無部川右岸遺物包含地｜字石倉l111.610 2 . 5 台地 | 40～60 繩文中～後lUl

1981 「尾白内｣, 1993 ｢j毛白内2」
町教委

字尾rl内926～928, 929-
1ほか

繩文晩雌(大洞A′ ） ・統繩文(忠
11｣）

尾白内貝塚 海岸段丘貝塚 10～149

島崎31－1 ，字富士見'111.13
ほか

烏崎 海岸段丘遺物包含地 繩文後ⅢI 1975 「烏崎遺跡」 llll教委10 15～30

蛯谷

赤井川l

赤井川2

赤井川3

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

字蛯谷町146 1ほか

字赤井川229

字赤井川229

字赤井川229

河岸段同

丘陵

丘陵

丘陵

縄文中（''1筋上j伽・後期 1971 1111教委発掘調査

繩文中期（円筒上層）

繩文中期

繩文中期

Ⅱ
｜
吃
一
昭
一
Ｍ

５

５

２

９

３

３

１

２

０

ト
テ
ト
虹

３

７

３

１

２

純文早（束釧|路Ⅲ）～中期（円筒

上屑）
1977 「森町オニウシ遺跡発掘調査
報告11F」町教委

集落跡 海岸段丘オニウシ 字上台町326 1815 25～35

字御幸町132-2、字ii'i澄
3－1ほか

1985 「御幸町｣, 1994 「御幸町2」
111｣教委

御幸M1 遺物包含地 海岸段Iゴ16 繩文中期（円筒上層）8～2(）

清澄

鷲ノ木1

鷲ノ木2

遺物包含地

遺物包含地

台場跡

字清澄27， 29 2

字鷲ノ木145-1ほか

字鶯ノ木455ほか

海岸段E

海岸段丘

海岸段丘

Ｗ
｜
岨
一
岨

繩文中期（門筋上層）

繩文中期（円筒上層）

近世

９

０

３

２

へ

一

伽

３

５

３

１

繩又Ll i1Ul （lLl簡上咽） 、統純又（恵
' 1 |）

鷲ノ木3 遺物包含･地 字驚ノ木499-2ほか 河岸段lT20 40～45

字鶯ノ木505～507．5()9～
511

繩文中（円筒上層） ・晩（タンネ

トウL) ・統繩文（恵1 1 1）
鴬ノ木4 遺物包含地 河岸台地

nl

乙I 45～50 2001～2003町教委発棚調査

繩文前（円間下j哲） ・中（|~11筒」
j','1) ・後ltll lji"

20()3 「森Ⅲj・濁川左岸追跡一B地区
一」 ‐|上埋洲報19(）

濁川左片 集落跡 字石倉町401，446－1 ，44822 河岸段1丁 40～50

2003 「森町本茅部l辿跡」北塊洲
報191, 2004 「森町本茅部l遺跡
（2）」北埋調報199

字木茅部町205,272～274
294

繩文前（円筒下膳） ・中(I I1筒上
jW， 見晴町） ・晩期（大洞c2）

本茅部1 遺物包含地 海岸段丘ワq
＝V 80～85

24 1栗ケ丘1 通物包含･地｜字栗ヶ丘38～44 河岸段丘 ’ 35～45 1繩文中・後lⅢ 2004 「栗ヶ丘1週跡」町教委

繩文中(i 'liWIJW, ｻｲﾍ沢Ⅶ）
後期（トリサキ）

20()4 「森町倉知川右岸追跡」北jl i1
洲報196

倉知川右片 柴落別 字栗ヶ丘7， 11 1 ． 225 丘|凌 75～80

26 1森川3 集藩跡 ｜字森川町317－1 ． 7 1丘陵 100 縄文前・中期、統縄文("l l 1) |2002～2004道埋文発堀調査

繩文前（円簡下j櫛） ・中（円筒上
j'iW) ・後期（トリサキ・大津・ 1皇
稲） ・晩期（型I |｣II）

2005 「森町上台l辿跡」北埋調報
217

'二台1 遺物包含地 字上台33－1 ，42 1 ，364
O弓

色ノ 丘陵 9(）

字鷲ノ木503－1 ， 495－
4 ． 5

鶯ノ木5 遺物包含地 河岸段丘28 純文後期70 2003～2004町教委発掘調査

字石倉Ⅲ1.395～397, 403
404, 439

石倉1 遺物包含.地 丘陵29 繩文中・後期 2002～2004道理文発捌調査jO～40

繩文前（円簡下喝） ・中（円筒上
j脚） ・後（トリサキ・手稲） ・晩
期（聖1 1｣Ⅱ）

2005 「森IH｣森川4辿跡」北埋訓紺
218

森川4 適物包含地 字森ﾉ1 1Ⅲ｣.317 18 河岸段丘30 9(）

河岸段丘

~緩斜lili
純文早(条疲文)･前(円筒下I#)･中
(円筒上肘)･後(大津)･晩!Ⅲ･近'11：

2005 「森町上台2週跡」北埋調鞭
216

上台2 集落跡 字上台町326-5
11

〕」 90～100

字石倉1111.146、 623－1

3 ． 4， 624－1， 306
2004 「森町石倉2辿跡」北埋洲fM
l97

石倉2 集落跡
旬、

｡‘ 河岸段丘 純文中（榎林） ・晩期（躯111Ⅱ）60～75

2004 「森町石倉3辿跡・石倉5辿
跡」 〃|上地調報205

石倉3 遺物包含地 字石倉|H1.482, 483, 490
、、

］』 河岸段[i 繩文後期（天祐寺， トリサキ）65～75

2()05 「森1111三次郎川左岸遺跡
倉5辿跡（2） 。Y-｢倉4遺跡」
埋調蝿219

仙
北

繩文前（円簡下j画） ・中101 （円筒
上層・大安征B）

石倉4 遺物包含地 字石倉Ⅲ1.511, 520, 52］qイ
J詞 河岸段IT 60

字森川Ⅲ｣.317 7 ． 8， 318
1

森ﾉ' ' 5 遺物包含地35 丘陵 繩文早期～後側1 ．近世110 2004町教委発掘調査

4 「森町石倉3世跡・石倉5週
北埋調撮205, 2005 「森H1､三
11I川左岸遺跡・石倉5遺跡

l ) ･石倉4遺跡」北埋調報219

2004

跡」
次、l
（2

縄文前(円怖下層) ･後期（トリ
サキ)、統繩文（恵山）

石倉5 遺物包含地 字石倉町512, 513, 519 河岸段丘
ヘハ

00 55～60

37 1三次郎川右岸|遺物包含地字石倉町5]3， 516 1河岸段丘 | 40～47 1繩又前・中・後期、続純又 |2003.2004道理文発Mll調査

2005 「森lIIj.三次郎川左岸遺跡
倉5追跡（2） ・石倉4遺跡」
埋調報219

禰
北繩文前（円簡下噌） ・後期（天祐

寺） 、統繩文（悪山・後北C2－D）
三次郎川左岸 遺物包含地 字石倉'111.610-24 河岸段丘う8 35～50

埋

Ｊ

僻

手

右

７

川

１

２

木

木

２

岳

岳

ノ

ノ

谷

ケ

ケ

鶯

鷲

蛯

駒

駒

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

字鷲ノ木町397-1ほか

字鷲ノ木IH｣．396

字蛯谷Ⅲ1.281

字駒ケ岳228-10

字駒ケ岳470-5

尾根

台地

台地

ﾉ1,河川左岸

小河川左岸

縄文

繩文

繩文

繩文早期

繩文

調
一
㈹
狐
一
蛇
一
帽

㈹
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Ⅲ遺櫛

Ⅲ遣構

1 概要

遺跡は、南西側の山地から続く斜面地形末端の台地上に形成された、尾根状地形東側の緩斜面、標

高80～105mに立地する。尾根状地形の東側斜面は森川の支流に続き、西側斜面は烏lll奇川に至るとみ

られる沢に接している。尾根状地形の頂部から森川の支流までは直線でおよそ230m、傾斜度は約10

度である。

遺構は、土坑2基、 Tピット4基、炭化物集中14か所、そして畑跡が確認された。また、赤褐色

士の堆積を95か所検出した。

士坑、TピットはVb層中から構築されており、縄文時代前期から後．晩期に属すると考えられる。

調査区内に散発的に分布する。

炭化物集中は14か所検出され、内、 12か所をⅢb～Va層上面で確認した。多くが畑跡と同時期に

形成された可能性がある。円形を呈し確認面が若干凹むものや、不整形で平坦なものなどがみられ

る。分布は調査区の西側、標高98～104mに散発的にみられる。

畑跡は調査区のほぼ全面で検出され、平面確認した面積は約7,050m2である。断面による確認範囲

を含めると約7,600m2に広がり、更に、未調査だが周囲に畑跡が確認されるなどして分布が確実視さ

れる範囲を含めれば、畑跡は約1万In2以上に及ぶと推定される。

畑跡はⅢb層上面で検出され、 Ⅱ層(Ko-d、 1640年降灰）の堆積と程近い時期に形成されたと考え

られる。畝間はそのほとんどが、斜面地形の傾斜方向に沿って構築されていた。畝間の|幅は40cm前

後である。間隔は最も狭い箇所で20cm、広い箇所で140cmほどを計測するが、 120cm前後が最も多く

みられる。畝間の長さは、最も長いもので約34mあるが、明瞭な部分と不明瞭な部分が断続的に検出

されることが多く、平均的な長さなどを確認するには至らなかった。

畝間は主にⅢb層上面からVa層までを掘り込んでおり、畝間の堆積土には攪枠されたB-Tmがブ

ロック状から粒子状で含有されていた。なお、畝間については、 「確認面Ⅲb～Ⅳ層で、黒色土が帯

状に分布する範囲」 として認識した。そのため、稚内市声間川右岸2遺跡、森町森川3遺跡などで問

題提起された、 「作付け痕」が連なったものを畝間として含めた可能性がある。

畝立てについては、畝部分上面（Ⅲb層上面）で、B-Tmの小ブロックが混じる状態を検出したこ

とから、畝立てを行ったと考えられる。 しかし、畝立ての盛土については、断面では確認できていな

い。

赤褐色土の堆積は、当初、焼土として認識したが、調査結果から自然生成されたものと判断した。

（坂本）

2 土坑．Tピット （図Ⅲ－」 ・ 3～5、図版11)

検出した遺構はTピットが4基、土坑が2基である。TピットはⅦ層上面の地形から判断すると、

調査区東側、森川の支流に向かい緩やかな沢状地形が見られるところに点在している。平面形は長楕

円形3基と、長軸と短軸の差があまりない楕円形1基である。いずれの土坑も出土遺物がなく、周囲

の遺物も疎らなため、時期を特定することができない。縄文時代前期から後．晩期のいずれかに属する。
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'二台2遺跡

P-1 (図Ⅲ－3)

位置N･O43規模(0.72/0.50) × (0.34/0. 14) ×0.25平面形態円形

立地地形町道より西側の緩斜面上。

確認調査N43区の包含層調査によりV層を掘り下げたとき、土坑を半戯した状態で土層断面を確

認し遺構と認定した。

覆土 l～3層に分けた。 自然埋没によるものである。

構造土坑の大部分が包含層調査を行ったN43区にあったと考えられ、確認できたのは坑底西側の

立ち上がり付近である。

時期縄文時代前期～後、晩期に属する。

P-2 (図Ⅲ－3、図版11-28)

位置L･M24規模 (1.53/1.21) × (1.20/0.70) ×0.62平面形態楕円形

立地地形町道より東側、標高91m付近の緩い沢状地形。

確認調査Ⅲ層の畑跡調査でセクションベルトを設定し、土層観察のためトレンチの掘り下げを行っ

たところ、Vb層下位で黒色土の広がりを確認した。プラン確認のためセクションベルトより西側を

面で掘り広げ、半戯を行ったところ平坦な坑底と急角度で明瞭に立ち上がる壁を検出し土坑と認定し

た。

覆土 1～20層に分けた。 自然埋没によるものである。

構造坑底はⅦ層上面に構築している。

時期縄文時代前期～後、晩期のいずれかに属する。

P-3 (図Ⅲ－4、図版11-31)

位置 J ･K29規模 1.25/1.01×0.93/0.69×1．07平面形態楕円形

立地地形町道より東側の斜面上。

確認調査包含層調査時にⅥ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。半裁を行ったところ、平坦な坑

底と、オーバーハングしながら急角度で立ち上がる壁を検出し士坑と判断した。

覆土 l～23層に分けた。 自然埋没によるものである。

構造平面が小判形のTピット。深さがlmあり、坑底はⅨ層、濁川火砕流堆積物層まで達する。壁

は坑底からⅨ層中をオーバーハングし、Ⅸ層上面から遺構の開口部へ向け垂直に立ち上がる。

時期縄文時代前期～後、晩期に属する。

P-4 (図Ⅲ－4)

位置M・N51 ．52規模2. 18/2.06×0.57/0. 16×1．06平面形態長楕円形

立地地形II]道より西側の斜面上。

確認調査包含層調査時にⅥ層上面で黒褐色土の落ち込みを検出した。ジョレンで精査し、長さ2m

程度の細長い落ち込みになることが判った。半蔵したところ、遺構下半部が溝状になるTピットであ

ることを確認した。

覆土 1～22層に分けた。壁面からの崩落や、 自然埋没によるものである。検出したⅥ層上面より

上は木根等により撹乱を受けている。

構造坑底はⅨ層、濁川火砕流堆積物まで達する。坑底から遺構の開口部まで、崩落によりやや開き

”
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居名 土色1

黒色

2 黒色

3 褐灰色

4 黒色

5 黒色

6 黒褐色

7 鼎褐色

8 黒褐色

9 にぶい黄褐色

IC 褐色

1 1 黒色

12 にぶい黄褐色

13 黒褐色

14 昭褐色

15 黒色

16 褐色

17 黒褐色

18 黒褐色

19 灰貴褐色

20 灰黄褐色

土色2

10YR2／l

lOYR1 ,7／1

1DYR6／1～4/1

7．5YR1 ,7／1

7.5YR2/1

10YR3／l

lOYR3／2

10YR2／2

IOYR4/3

10YR4/4

75YR1 .7／1

10YR4/3

10YR2/3

10YR3/4

10YR1 .7／1

10YR4／6

10YR2/2

10YR2/2

I0YR4/2

l0YR4/2

土壇

性

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

壊

壊

土

壌

壌

壌

堪

壊

壊

壊

壌

壇

壌

壊

壊

壇

壊

壌

壌

壇

壇砂

剃
一
弱
弱
一
詞
一
弱
一
弱
一
弱
一
弱
一
弱
一
弱
一
札
一
周
一
批
一
弱
一
睡
一
周
一
礼
弱
一
弱
一
弱
一
弱

》
｜
唖
一
唖
一
唾
一
醇
一
吟
一
吟
一
唾
一
四
一
嘩
一
吟
一
陣
一
唾
一
醒
一
岬
一
陣
一
四
一
唾
一
岬
一
陣
一
蝉

居界の区分

明瞳

■混入

纏礫3粥

細礫1％

なし

細畷1％

細礫3恥

細陵15％

細陛20％

細曝10発

唖盛ｸ5％

紹礫卵％以上

哩曲印％以上

細醸50％以上

細醸犯％

細隈30％

細醸7妬

細疎駒％以上

細瞭10％

細破5％

細礫50％

細確50％

■化度合い

風化

風化

凪化

且化

且化

皿化

夙化

■化

凪化

風化

凪化

風化

皿化

風化

凪化

風化

風化

風化

風化

その他

Vb眉主体の土

硬の形状

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

亜円

b'91 ~6~ｂ
’

Ⅵ眉土のブロック

V，Ⅶ層土の斑状

Ⅵ＞V

V＞Ⅶ

V，面層土の斑状

0 1m
I Q

図Ⅲ－3 土杭．Tピット ( 1 ) P－1 ． 2

気味に立ち上がる。本来は垂直に近かったと考えられる。

時期縄文時代前期～後、晩期に属する。

P-5 (図Ⅲ－5、図版11-29)

位置N・09 ･ 10規模 (0.72/0.78) ×0.65/0. 13×1.23平面形態長楕円形

立地地形調査区東端、森川の支流に面する緩い沢状地形。

確認調査Ⅵ層包含層調査で暗褐色土の落ち込みを確認した。 これが調査区外まで広がっていたの

で、調査範囲にかかる落ち込みを掘り下げたところ、遺構下半部が溝状になるTピットであることを

確認した。 このことからP－4と同様の、坑底が溝状になる長楕円形のTピットであると判断した。

覆土 1～10層に分けた。壁面からの崩落や、 自然埋没によるものである。

<31

居名 土色1 上f 土性 粘り 堅密度 層界の区分 礎混入 聖の形状 ■化度合い その他

無色 Ｒ 1 埴土 面 軟 明■ 小磯5％ 亜円 ■化
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Ⅲ遺構
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上台2遺跡

構造底はⅨ層の濁川火砕流堆積物まで達する。溝はほぼ垂直である。遺構の開口部は崩落によって

開いた形になったものと考えられる。

時期縄文時代前期～後、晩期に属する。

P－6 （図Ⅲ－5、図版11-30)

位置N･O10規模 (0.40)/2.30×0.84/0. 13×1.21 平面形態長楕円形

立地地形調査区東端の、森川の支流に面する緩い沢状地形。

確認調査Ⅵ層包含層調査で黒褐色土の落ち込みを確認した。平面形を確認のためジョレンで精査し

たところ、長さが2m程度になる細長い落ち込みになることが判った。半裁したところ、遺構下半部

が溝状になる長楕円形のTピットであると判断した。

覆土 1～12層に分けた。壁面からの崩落や、 自然埋没によるものである。

構造溝の底はⅦ層中で、垂直である。遺構の開口部は崩落によって開いた形になったものと考えら

れる。

時期縄文時代前期～後、晩期に属する。 （袖岡）

3 炭化物集中（図Ⅲ－1 ． 6 ． 7、図版11)
炭化物集中は、CB-1 ･ 14がVb層中で、他の12か所(CB-2～13)はⅢb～Va層上面で確認さ

れている。後者の検出面（形成面）はⅢb層上面からⅢb層中であり、畑跡の畝間と切り合い関係を

有するものがllか〃『みられる。 これらには径50cm前後の不整円形を呈し確認面が若干凹むもの(CB

－5～11)、不整円形を呈し平坦なもの(CB-2)、不整形で平坦なもの(CB-3 ． 4 ･ 12． 13)が

みられる。凹むものは上位にⅡ層が堆積しており、炭化物は火山灰の影響を受けて形成された可能性

もある。また、 CB-8～l1の下位はしまりが軟～しようの状態で、植物の影響を受けて凹んだこと

も考えられる。

形成された時期は、Ⅲb層で検出したCB-2～13は、畑跡と同じ17世紀の前半、Vb層で確認した

CB-14は縄文時代前期から後期の間と考えられる。CB-1は畑跡の畝間の掘り込みに関係する可能

性があり、 17世紀前半と捉えている。分布は調査区の西側、標高98～104mに散発的にみられる。遺

物の出土はみられなかった。 （坂本）

CB-1 (図Ⅲ 6)

位置Q37規模0.40×(0.36)×0.04平面形態円形

確認調査包含層調査でVb層に炭化物の広がりを確認した。半減し断面を観察すると、黒色土と炭

化物の混じる土が厚さ4cmほど堆積していた。 （袖岡）

CB-2 (図Ⅲ－6)

位置H36規模0.54×0.52×0． 19平面形態円形

確認・調査Ⅲb層中で検出したが、確認・記録はVa層で行った。半裁掘削により堆積状況を確認

した。堆積土上位に軟質の炭化木片が密集して検出された。

CB-3 (図Ⅲ－6)

位置E･F36規模0.30×0.20×0. 12+0.40×0.30×0.24平面形態不整円形

確認・調査Ⅳ～Va層掘削作業中に確認した。半裁掘削により堆積状況を確認した。分布範囲の中

‘坪



Ⅲ遺櫛

央部、堆積土上位に炭化物が密集していた。

CB-4 (図Ⅲ－6)

位置K46規模0.64×0.48×0.08平面形態不整形

確認・調査Ⅳ層検出作業中に確認した。半裁掘削により堆積状況を確認した。堆積土上部に炭化物

が多くみられた。炭化木片は大きさ1～3cmほどの粒で観察された。

CB-5 (図Ⅲ－6)

位置K43規模0.69×0.68×0. 10平面形態円形

確認・調査Ⅲ層検出作業中に確認した。半裁掘削により堆積状況を確認した。凹んでおり、上位に

Ⅱ層が堆積していた。また炭化物の含有される土はVb層の直上に位置していた。

CB－6 (図Ⅲ－6、図版11-27)

位置 J44規模0.76×0.68×0. 12平面形態不整円形

確認・調査Ⅲb層検出作業中に確認した。半裁掘削により堆積状況を確認した

にⅡ層が堆積していた。堆積土下部に炭化物が密集する部分が観察された。

凹んでおり、上位

CB-7 (図Ⅲ－6)

位置 150規模0.59×0.53×0.05平面形態不整円形

確認・調査Ⅲb層検出作業中に確認した。半裁掘削により堆積状況を確認した。凹んでおり、上部

に炭化物が密集して検出された。

CB-8 (図Ⅲ－7)

位置G54規模0.58×0.48×0.04平面形態円形

確認・調査Ⅲb層掘削作業中に確認した。半裁掘削により堆積状況を確認した。凹んでおり、炭化

物含有層の下位はしまりが軟からしようの状態であった。炭化物粒0.5～2cm大のものがやや密集し

て観察された。

CB-9 (図Ⅲ 7)

位置H55規模0.56×0.50×0.05平面形態円形

確認・調査Ⅲb層掘削作業中に確認した。半裁掘削により堆積状況を確認した。凹んでおり、炭化

物含有層の下位はしまりが軟からしようの状態であった。炭化物粒0.5～2cm大のものがやや密集し

て観察された。

CB-10 (図Ⅲ－7)

位置 155規模0.72×0.70×0.05平面形態不整円形

確認。調査Ⅲb層掘削作業中に確認した。半裁掘削により堆積状況を確認した。凹んでおり、炭化

物含有層の下位はしまりが軟からしようの状態であった。炭化物粒0.5～2cm大のものがやや密集し

て観察された。

妬
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上台2遺跡

CB-11 (図Ⅲ－7、図版11-26)

位置 J55規模0．48×0.44×0.04平面形態円形

確認・調査Ⅲb層掘削作業中に確認した。半減掘削により堆積状況を確認した。凹んでおり、炭化

物含有層の下位はしまりが軟からしようの状態であった。

CB-12 (図Ⅲ－7)

位置K･L58規模0.76×0.40×0.06平面形態不整形

確認・調査Ⅲb層掘削作業中に確認した｡半裁掘削により堆積状況を確認した｡炭化物粒0.5～2cm

大のものが密集して観察された。

CB－13 (図Ⅲ－7)

位置L59規模 1.20×0.80×0. 10平面形態不整形

確認・調査Ⅲb層掘削作業中に確認した。半戯掘削により堆積状況を確認した。炭化物粒0.5～2cm

大のものが密集して観察された。 （坂本）

CB-14 (図Ⅲ－7)

位置L63規模0.80×0.71×0.03平面形態不整形

確認。調査包含層調査でVb層下位に炭化物の広がりを確認した。

色土と炭化物の混じる土が厚さ10cmほど堆積していた。

半戯し断面を観察すると、黒褐

（袖岡）

4 赤褐色土の堆積（図Ⅲ－2 ． 8～12､図版11-24.25）
赤褐色土の堆積を95か所確認した。平面的に確認する際、B-Tmと接して検出されることが多く、

両者の判別は、色調・土性・粘性・含有物を観察項目にして行った。そのため、不明瞭で判然としな

いものについては記録をしていない。

①確認・調査Ⅳ層検出時もしくはVa層上面検出時に赤褐色～褐色土の分布を確認した。調査開始

当初、赤褐色土の堆積は「人為的な焼土」 と認識して、平面図作成・断面図の作成と写真撮影を行っ

た。その後の調査過程で、人為的焼土と断定することは難しく、自然生成の堆積と判断した。ただし、

性格や形成過程などは全く不明であったため、検出層序と大まかな堆積の厚さ、平面分布状況の記録

を行うこととした。最終的に95か所を検出した。

②分布調査区全体に分布しているが、図Ⅲ－2に示したように、 7つほどのおおまかな範囲にまと

まってみられる。

③形状・規模平面形状はすべて不整形である。規模はl～3mのものが8割ほどを占める。最も大

きいものはF-55で15m以上を測る。

④堆積層序堆積層序はⅣ層直下、Va層直上と観察される。Ⅳ層との間は、厚さl～2cmのやや暗

色の土を挟んで漸移的に変化するため、赤褐色土の形成とⅣ層の堆積には、ある程度の時間差が存在

する可能性もある。

⑤堆積土土質は軟らかく粘性に富み、発掘調査において経験的に認識する焼土と状態が異なる。厚

さは7cm～17cmの間で、平均で12cmほどである。色調は赤褐色から暗褐色である。白色の粒子が散

在する。

炭化物の含有はl～2％程度と微量である。森川支流に面した9区に分布するF-42．43．55か

品3
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上台2遺跡

らは、炭化物のブロックが確認されているが､上位層から構築されている畑跡に関係する可能性が高い。

⑥遺物伴わない。

自然の堆積物と判断した理由は、分厚い赤褐色土の堆積に対し炭化物が希薄なこと、土質が焼土と

は異なると観察されたこと、遺物が出土しないことから非人為的なものと考えられ、被熱により形成

されたとは断定できないことがあげられる。

堆積土中の白色粒子については、第1洲査部第1調査課の花岡正光が光学顕微鏡で観察をおこな

い、動植物の珪質分であるとの結果が得られている。また、赤褐色土の粒子や含有物などは、直下層

のVa層（黒色士） と差異がなく、同層の色調が変化した可能性があるとの指摘を受けた。赤褐色土

の堆積するVa層からは、チマキザサの植物珪酸体が多量に検出されており、チマキザサの繁茂する

開地環境にあったとの分析結果が得られている (V章第3節)。なお、赤褐色土の規模については巻

末の表3に一覧表で示した。

5 畑跡（図Ⅲ-13~20､図版5～10)
立地地形

畑跡は、南西側の山地から続く斜面地形末端の台地上に形成された、尾根状地形東側の緩斜面、標

高80～105mに立地する。尾根状地形の東側斜面は森川の支流に続き、西側斜面は烏崎川に至るとみ

られる沢に接している。尾根状地形の頂部から森川の支流までは直線でおよそ230m、傾斜度は約10

度である。

発見・調査の経緯

調査は重機によるⅡ層除去作業後、ジョレン等を用いた人力によるⅢa層上面検出作業を経て、 25

％調査から開始した。 I章第3節で述べたように、調査は任意で区割りした地区単位で行う方法がと

られ、平成15年度は、まず1区(601m2)より開始された。

Ⅲ層の掘削作業を移植ゴテを用い、 1回につき厚さ約3cmずつ、 2回程度にわけておこない、Ⅳ

層上面を検出した。Ⅳ層はB-Tm火山灰層である。色調が黄榿～褐色で、層厚は5cm程度あり、面的

に確認することができる。このⅣ層上面検出面で､帯状を呈する黒色土が確認された。調査担当者は、

前年度森川3遺跡において畑跡調査を経験しており、両者が同様の検出状況であったことから、 この

黒色土の帯を畑跡の畝間として認識することとなった。

土層断面観察用のベルトを設定した後、 1区全体をⅣ層まで検出した結果、畝間が地形の傾斜方向

に沿って全面的に展開されていることが確認された。土層の断面観察からは、畝間がⅢb層からⅣ層

を掘り抜いてVa層・Vb層まで達していることや横断面形状などを確認したが、構築面の詳細を判

別するには至らなかった。

調査区のほぼ中央に位置するl区において畑跡が全面的に確認されたことから、調査区全体に広く

分布することが予想された。作業の迅速化を図るため、以後、各地区の畑跡の調査はⅣ層上面まで検

出した段階で行うこととした。また、畝間の断面構造と土層堆積状況の確認は、断面観察で行った。

Ⅳ層までの掘削は、 まず、全体の25％相当のグリッドを移植ゴテにより先行して調査し、畑跡に

関係する遺構・遺物の検出と構築面の確認に努めた。その後､先行して検出した面を目安にして、ジョ

レンで注意深くⅣ層上面まで削ることとした。

平面の図化は、狭い地区に関しては手実測で行ったが、 2 ． 3 ． 4区(2,930m2)については航空

写真による写真測量作業を行った。写真測量の利点は、不明瞭な耕作痕も拾うことができることと、

記録作業の迅速化である。調査進行上の難点は、畑分布の確認後に委託業務の発注を行うため、作業

狸
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図Ⅲ－12赤褐色土の堆積（5）

開始までに準備期間が必要となり、遺跡全体の調査工程に影響することである。

上述したように、畑跡（畝間）平面はⅣ層上面で確認したが、更にVa層上面では、B-Tmブロッ

クを含有する土が、平面長方形・台形を呈して帯状に連なる様子が認められた。 これらの長方形・台

形が鍬や鋤の刃先の形状に類似することから、 5区において平面を詳細に記録した。

また、栽培植物を特定するため、畑跡から土壌を採取し、水洗選別による炭化種子・炭化木片の抽

出に努めた。土壌採取は特定のグリッドを規則的に小分割し、各分割範囲から一定量の土を採取する

方法を用いた。土壌採取方法の詳細についてはV章第6節で述べた。検出されたものの一部について

は、炭化種子同定、炭化樹種同定の分析を行った。 このほか、栽培植物・栽培方法の特定と環境復元

を目的とし、任意の地点より採取した土壌を試料として、寄生虫卵分析、植物珪酸体分析、花粉分析、

珪藻分析、土壌化学分析（土壌理化学性分析・肥料成分化学分析）を行った。結果についてはV章に

記載している。

平成15年度の調査では、調査区のほぼ全面に畑跡の分布を確認することができた。さらに、平成

16年度に行われた範囲確認調査では、調査区の尾根の頂部を挟んで反対側に位置する西側斜面部に

畑跡が確認されなかったとの結果を得た。そのため、畑跡は尾根状地形の東側斜面を選択して展開さ

れたことが考えられ、平成16年度の調査は、北西側への分布の広がりとその範囲を確認することが

目的となった。

平成16年度の調査も、 10･ 11区については引き続き平成15年度の調査方法を踏襲した。 しかし、

4f



Ⅲ遺櫛

12･ 13区の調査時において、Ⅲa層上面でⅡ層(Ko-d)下部の固結層が帯状に落ち込む状態を確認し、

Ⅲb層まで検出した段階で、畑跡の畝間の凹みに火山灰が入り込んだものと確認した。 12．13地区で

はⅢ層の上面を注意深く検出・観察し、ほぼ全面的にⅢb層上面から畑跡が検出できる状況を確認し

た。 12． 13区の畑跡の構造がl～11区での確認内容と共通することから、一連のものと理解し、畑

跡の構築面はⅢb層上面であると判断した。

構築面・形成時期

畑跡の構築面はⅢb層上面で、Ⅳ層からVa層･Vb層までを掘り込んでいる。 これから判断して、

畑跡は17世紀の前半に形成されたと考えられる。

分布範囲

畑跡は尾根状地形の東側斜面で確認されている。範囲確認調査の結果では、尾根の頂部から西側斜

面にかけては畑跡の分布はみられず、畑跡は東側斜面上に展開されていると判断できる。東側斜面は

森川の支流に接するが、支流の対岸に位置する上台l遺跡では畑跡は確認されていない。このため、

東側は森川の支流までが範囲である可能性が高い。調査区外は北側（海側）へ続くなだらかな斜面地

形への展開が推測される。

調査区内の平面調査で畑跡を確認した範囲は、約7,050m2である。 このうち平成15年度調査範囲と

平成16年度当初調査範囲(5390m2)分についてはⅣ層上面で、平成16年度追加調査範囲(1,660m2)

分についてはⅢb層上面からⅢb層上部で畑跡を検出している。Ⅳ層上面で検出する方法は、Ⅲb層上

面では不明瞭で確認できなかったこと、Ⅳ層上面では土の色調の違いから判別が容易であることの理

由による。検出面は異なるが、断面観察の結果と構造の共通性から|司時期のものと判断した。 これら

分布範囲に、畝間がほぼ一定間隔を保ちながら連続的に展開されている。更に、断面での確認範囲な

どを含めると、畑跡の分布は、 1万nl2以上に達すると考えられる。なお、図Ⅲ-15の畑跡の分布で、

70～72ラインの範囲に畝間平面が記録されていないが、断面で畝間の掘り込みが確認されている。

70ラインより北西側の範囲では、畝間の輪郭が不明瞭で判別できなかった。

畑跡の平面構造

【畝間の幅】 畝間の幅は30～50cmの間にみられ、 40cm前後のものがほとんどである。

【畝間の間隔】 畝間の間隔は、畝間の心心間を計測した。全体では30～200cmの間にみられるが、

ほとんどが100～150cmである。特に標高101m以上の範囲では、 120cm前後で均一にみられる。

間隔が狭い部分は、主に2 ． 3 ． 4区の写真実測を行った範囲で認められる。また、畝間が途切れ

る箇所で、畝の配置が互い違いになるようにずれて、傾斜の下側に続く例が、 3 ． 4区の標高94～

101mの範囲に散見される。 これらは、耕作結果である畝間が、複数単位重複していることや、後述

する「耕作痕」を畝間として認識している可能性が考えられる。

【方向】ほぼ全ての範囲で、斜面地形の傾斜方向に沿って四一東の方向に構築されている。つまり、

等高線とは直交する方向となる。例外的に、森川支流に面した7区では、傾斜方向とは無関係に北西

一南東に構築された畝間が3条みられる。 これらは傾斜方向に沿って造られた畝間と切りあい関係を

持つが、両者の新旧関係は判別できなかった。

【長さ】断続的に検出されるものの、連続性は看取される状況である。長さは長いもので34mある。

平均的な長さの断定は困難であるが､確実に連続するものでは､10～20m程度の長さが多数を占める。

【形状（イナズマ痕)]Va層上面で確認した形状について述べることとする。 5 ． 6区において検出

作業を行った。畝間はVa層上面では、黒色土中にB-Tmブロックを多量に含有した黒褐色～暗褐色

土が分布する状態で観察される。つまり、Ⅳ層段階では「畝間が黒色、畝部分が黄色」の状態がVa

妬
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Ⅲ遺構

層上面段階では「畝間が黄色、畝部分が黒」に色調が反転してみられることとなる。

B-Tmブロックを含有する黒褐色～暗褐色土は､幅およそ17～23cmの長方形・台形を呈した範囲(以

下、暗褐色長方形）にみられ、 これが連なることにより帯状を形成していた。 「暗褐色長方形」は斜

面の上位側でプランが明瞭でやや幅が広く、下位側でプランが不明瞭で1幅狭くなる特徴を有してい

た。また、 「暗褐色長方形」は左右互い違いで、やや斜めに並ぶ。帯状に連なる場合、左右互い違い

に長方形の一部が突出する鋸刃のような形態となっていた（図Ⅲ-16、図版8 ． 9）。調査段階では

これをイナズマ状痕跡＝「イナズマ痕」 と呼称した。 「暗褐色長方形」は、鍬先もしくは鋤先などの

道具の痕跡と観察され、 「イナズマ痕」は道具を左右に振りながら掘り込み作業を行った痕跡と推測

される。

【作付け痕】作付け痕とは、畝の中央部付近にみられる不連続的な落ち込み痕跡を捉えて呼称してい

る。声間川右岸2遺跡（稚内市教育委員会2001)や、森町森川3遺跡、森川5遺跡でその存在が報

告されている（南北海道考古学情報交換会2004資料)。上台2遺跡において、発掘調査段階では、作

付け痕跡を確認していない。 しかし、 「畝間の間隔」で上述したような畝間が密に分布する範囲では、

プランと黒色土の色調に関して、明瞭なものと不明瞭なものが、互い違いに配列する状況が、写真で

認められた（口絵2）。また、不明|僚なものは長さと配列に関してやや不連続な特徴がある。 こうし

た、不明瞭で不連続な畝間が「作付け痕」に相当する可能性がある。植物栽培以前に施される天地返

しが、省力化を考慮して作付け部分のみを耕作し、結果溝状となった場合も考えられる。こうした痕

跡も「作付け痕」に含めて検討しなくてはならないだろう。
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Ⅲ遺橋

畑跡の断面構造

【掘り込み形状】畝間はⅢb層の上面から主にVa層まで掘り込まれ、一部Vb層に達するものも観察

される。構築面からの深さは、 10～40cmの間にみられ、大多数が10～25cm程度である。

横断面形は幅広のU字もしくはV字形を呈すものや、幅30～40cmの底面を有すものなどがあり、

一定ではない。図Ⅲ-17～20土層断面図の畝間の掘り込みは、太い線幅で示した。

縦断面形は部分的な範囲での観察にとどまるが（図Ⅲ-16)、不等辺三角形が連続する形状を呈す

る。不等辺三角形は、傾斜面の上位から下位にかけてが三角形の長辺を、下位側の掘り込み底部から

構築面にかけてが短辺をなすものである。鍬先などが、斜面上位から緩斜度で土中に入り込み、急角

度に掘り起こされた作業状況が推測される。

【畝間覆土】畝間の覆土は、上位と中・下位に大きく区分される。上位はⅢa層を主とする黒色土で、

炭化物を多量に含む。また､硬度計を用いて調査した結果、しまりが畝部に比べ軟であることが分かっ

た。中・下位は黒・黒褐色・暗褐色・褐色士で、B-Tmのブロック・粒子が含有される土である。中・

下位にはⅢb層も含まれる。これらは、耕作により攪拝された土、もしくは自然営力により流入した

土と考えられる。B-Tmブロックはレンズ状に窪んで堆積するものもみられ、畝から流れ込んだ土が

少なからず堆積していると観察される。

【畝立て】畝の土はⅢb層としたもので、断面では薄く粒子状にB-Tmが混じる黒色土で観察される。

また、畝間に接する部分にはB-Tmのブロックや粒子が若干含有される黒褐色・暗褐色土がみられ、

畝間構築時に耕作された可能性が考えられる。

畝部分ではⅣ層が面的に検出され断面でも確認できること、Ⅲb層に含まれるB-Tmは粒子状で細

かく均一に散在することから、畝部分の面的な耕作（天地返し）は基本的に行われていないと考えら

れる。 しかし、Ⅲb層の上面にはB-Tmのブロックが検出され、土色自体も黒褐色から暗褐色で観察

される（口絵1）。 これは畝立ての痕跡と考えられ、断面での観察が困難な程度の薄い畝立ての盛り

土が残存したとみられる。畝立て土の厚さには、残存状況に斜面地形が影響していると考えられる。

小括

以上、畑跡についてまとめると、以下のような点があげられる。

①尾根状地形頂部から森川支流にかけて広がる東側斜面の、 1万nl2を越える広い範囲に畑跡が

分布する。

②畑跡の形成時期は17世紀前半と考えられる。

③畝間の長さは断続的で詳らかではないが、 10～30m以上に及ぶ。

④畝間幅は40cm前後、畝間の間隔は120cm前後のものが多数を占める。

⑤畝間はほぼ全てが地形の傾斜方向に沿って構築されている。

⑥畝立て土とみられる土がⅢb層上部に薄く堆積している。

⑦Ⅲb層には自然堆積土、人為的撹乱土が含まれる。断面観察のみでは、畝間の掘り込み、堀上

げ等の土の違いを判別することができず、Ⅲb層として一括して扱うこととなった。断面図に

は畝・畝間の層界を明示せず、Ⅲb層中に復元している。

⑧畝間には「作付け痕」 と考えられる不明瞭なものが含まれる。

⑨畝間は幅17cm、深さ20cmほどの掘り込みが、左右互い違いに連続したものである。

畑跡についての考察はⅥ章で述べることとする。 （坂本）
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Ⅳ包含層の遺物

Ⅳ包含層の遺物

1 概要
上台2遺跡の包含層遺物は、土器1,736点、石器284点、鉄製品1点、礫1,885点が出土している。

土器はI群～V群までがみられ、縄文時代早期から晩期までの間に、遺跡が断続的に利用されたと

認められる。数量的に多数を占めるのは、 Ⅱ群b類、Ⅲ群a類、Ⅳ群a類で、遺跡を利用したのは、

円筒土器文化の集団、 トリサキ式・大津7群～白坂3式期の集団が主であったと考えられる。

石器はトゥール類の占める割合が高く、 フレイクの出土量が少ない。 トゥールの中では、石鑛、敲

石が多くみられる。残存状況については、石鑛（上下両端部の軽微な破損が多い)、石斧（刃部の破

片資料が多い）などに特徴が認められる。

石器はいずれも散発的な出土状況である。遺跡の利用は短期間且つ一過性のものであったと推測さ

れる。

鉄製品は、刀子が1点出土しており、出土層位から畑跡に関係する可能性がある。 （坂本）

2 土器（図Ⅳ－1～5、Ⅳ-14･ 15･19図版12･ 14～19)

土器は1,736点出土した。内訳は、縄文時代早期I群a類土器が54点、前期のⅡ群b類土器が319

点、中期のⅢ群a類土器が870点、後期のⅣ群a類土器が382点、Ⅳ群b類が83点、Ⅳ群c類が3点、

晩期のV群土器が8点、不明土器が3点である。全体的には町道よりも東側に多く出土している。

（ 1 ）縄文時代早期の土器

I群a類土器（図Ⅳ－1－1、Ⅳ－14図版12． 14)

M30．31区のⅦ層からl個体分の胴部破片がまとまって出土した。Ⅶ層の調査で土器が出土した

のはこのグリットのみである。 1は縦に調整痕がみられる。 lbでは内面に横走する調整痕が観察で

きる。焼成は良く堅い。

（2）縄文時代前期の土器

Ⅱ群b類土器（図Ⅳ－1－2～8、Ⅳ－14図版12･ 14． 15-44)

調査区の東端部からややまとまって出土している。

2～4は円筒土器下層式dl式もしくはd2に相当するもの。 5 ･ 6は下層d2式に相当するも

の。 7 ． 8は下層d2式もしくは上層aの範H壽にあるもの。 2は口縁部破片で縄線文が施される。口

唇部には縄による刻みがつけられている。 3 ． 4は胴部破片で単軸絡条体の回転文が施されたもの。

5 ． 6は口縁部文様帯と胴部の境目が明瞭な段を持つもの。 5は単軸絡条体による回転文で、 6の胴

部には多軸絡条体の回転文が施されている。 7は口縁部が肥厚し、外反するもので、 2本一組の縄線

が施され、 口唇部にはへう状工具による刻みがつけられる。胴部には斜行縄文が施されている。胎土

には繊維を多く含んでいる。 8は口縁部の破片で口唇部には縄による刻みがつけられている。

（3）縄文時代中期の土器

Ⅲ群a類土器（図Ⅳ－1－9～Ⅳ－3－31、Ⅳ－14図版12.14･15-45～17-50)

最も多く出土している。町道よりも東側に比較的多く見られる。

9 ． 10は円筒土器上層a式、 11～15は上層b式、 16～25はサイベ沢Ⅶ式に相当するもの。 26～28

はサイベ沢Ⅶ式もしくは見晴町式に相当するもの。 29～31は見晴町式に相当するもの。 9はボタン

状の貼り付けが施されている。 10は2個一対の突起があり、そこから太い貼付帯が垂下する。突起

の頂部には縄線文が施され、貼付帯上には縄による刻み目が付けられる。 11～14は深鉢形土器で、
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上台2世跡

口縁部から胴部上半にかけて無文地に貼付帯で文様を施しているもの。 l1は4か所の弁状突起が付

くもの。 口縁部と胴部の境目は2本の貼付帯で区切られており、胴部には結束のある羽状縄文が施さ

れている。貼付帯間には3本一組の縄線文と縄をコイル状に巻いた馬蹄形圧痕文が施されている。貼

付帯上には縄の圧痕がつけられる。 12は大型の弁状突起部分。 口縁部と胴部の境は1本の貼付帯で

区切られている。貼付帯間は3本一組の縄線文と、縄をコイル状に巻いた馬蹄形圧痕文が施される。

14はへう状工具による刺突文が施されたもの。 15は平縁で口縁部が大きく外反するもの。口縁部に

は連続する波状の貼付帯がめぐり、胴部には結束羽状縄文が施されている。貼付帯間には3本一組の

縄線文が施されている。 16～18．20はいずれも深鉢形土器の破片で、縄文地に細い貼付帯で文様が

施されるもの。 17． 18は貼付帯上に縄線文が施されている。 22は波状口縁の突起部に綾繰文が施さ

れたもの。 23～25は深鉢形土器の突起部と胴部で、沈線が施されるもの。 24は突起部の貼付帯上に

沈線が施されている。 25は突起部に貼り付けられる数本の貼付帯間に沈線が施されている。 26は小

形の深鉢形土器で4か所の山形突起部を有するもの。突起部下には2本一組の粘土紐で貼り付けが施

されている。地文は斜行縄文である。 口唇部は縄による刻みがつけられる。器形は底部からほぼ直線

的に立ち上がり、底部に近い狭い範囲は無文である。 27は波状口縁で、頂部には無文で細い粘土紐

が貼り付けられている。28は山形突起を持つ小形の深鉢形土器。 29．30は緩やかな波状口縁の頂部。

31は底部から直線的に立ち上がる器形で、底面には網代痕がある。

Ⅲ群b類土器（図Ⅳ－3－32．33、Ⅳ－15図版16-49）

M26区から出土した。 32．33はいずれも榎林式に相当するものと考えられる。 32は胴部が張り出

す深鉢形土器の胴部破片と底部。 32aはの沈線による渦文が、 32bは接底部まで垂下する沈線文が

施されている。 33は櫛歯状工具による条痕が施されたもので、底部はやや上げ底気味である。

（4）縄文時代後期の土器

Ⅳ群a類土器（図Ⅳ－4－34～47、Ⅳ－15･ 19図版12． 17～18)

Ⅲ群a類土器についで多く、町道よりも西側から出土している。

34は天祐寺式、 35～37はトリサキ式、 38．39は大津式に、 40～45は大津式もしくは白坂3式に相

当するもの。 34は肥厚した口縁部に縄線文が施されたもの。 35は折り返し口縁のもの。 36は波状口

縁の頂部で、無文地に沈線文と貼付文がある。 37は無文地に沈線文を施してあるもの。 38．39は無

文地に櫛状工具で文様を描き、それを太い沈線で縁取る文様が施されている。 38は口縁部に貼付帯

で文様が付けられているもの。 40は壺形土器の破片で頸部と見られる部分に貼付帯があり、胴部と

同じ斜行縄文が付けられる。胴部には沈線で「乙」字状の文様が施されている。 41～43は縄文地に

沈線で文様が施されるもの。 41は小型の深鉢形土器で、胴部下半が無文となっている。 43は強く外

反する口縁部で、鋸歯状の沈線が施されているもの。内面にも縄文を施している。 44．45は深鉢形

土器で、 口縁部に幅の広い無文帯があるもの。 44は緩やかな波状口縁で無文地に櫛状工具で文様を

描き、それを太い沈線で縁取る文様が施されている。口唇部の断面形はやや丸みを帯びる。 45は磨

消縄文により大柄な入組文が描かれたもの。 46は包含層から単独で出土した。出土状況を図Ⅳ－19

に示す。 口縁部が強く外反し胴部上半が張り出す。やや壺形に近い深鉢形土器と考えられ、口縁部か

ら胴部半ばにかけて斜行縄文が施されている。頸部と、胴部下半は雑ななで調整により無文になって

いる。 口唇部にも縄文が施文されている。調整が粗いために粘土の輪積み痕が明瞭である。表面には

煤が、 口縁内部には炭化物が付着している。 47は底面が平らなもの。

Ⅳ群b類土器（図Ⅳ－5－48～52、Ⅳ－15図版18-51， 19-53．54)

OX27．28、 P54区から出土した。 48．49はウサクマイC式に相当する。 50～52は手稲式に相当
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する。 48．49はいずれも深鉢形土器で、斜行縄文地に細い沈線で文様が施される。口縁部や胴部に

雌文帯がある。 48は口唇部直下に平行する沈線文が施されたもの。 49は鋸歯状の沈線文が施された

もの。

Ⅳ群c類土器（図Ⅳ－5－53、Ⅳ－15 1XI版19-54)

H39区から出土した。 53は堂林式土器に相当するもの。波状口縁で細文地に沈線を施し、 IOの

突瘤が付けられる。 口唇断面が切り出しナイフ状になっている。

（5）縄文時代晩期の土器

V群土器（図Ⅳ－5－54．55、Ⅳ 15図版12． 19-54)

Q56, V50区から出土した。 54･55は大洞A式-A'式に卜{I当するもの。 54は浅鉢形土器の口縁

部破片で、斜行縄文地に浅い平行沈線と、 2個一対の粘土粒による文様が施されている。 （袖岡）

3 石器（図Ⅳ－6～13･ 15～19, IXI版13.20~25)

包含層の石器は表面採集・排土資料を含め、 284点、重量にして84,5289が出土している。内訳は、

剥片石器類83点、 1,0169、 フレイク84点、 2,9379、原石・石核4点、 5989、石斧27点、 1,8009、

礫石器類86点、 78, 1779である。石器の内、 トゥールは196点で7割近くを占める。

トゥールの内、器種別で数量が多いものは、石鍼（48点)、スクレイパー(19点)、石斧(27点)、

敲石（48点）がある。石嫉と敲石でトゥール類の半数近くを占める。石斧は27点中21点が残存率3

分の1以下の破片である。 しかし、刃部・基部がほとんどであることや石質の観察から、個体数は出

土点数に近い値と考えられる。

主体的な石材は、剥片石器では頁岩（73点・86％)、石斧では緑色泥岩（20点・74％)、礫石器で

は安山岩（86点・ 100%)が認められる。フレイクでは安山岩(48点・57%) と頁岩(24点・29%)

が多い。

石器のll|土分布状況は、調査区の中央部から南東側、標高90～100mの広い範lli:|に散発的にみられ

る。各器種別にみても散発的な出土傾向である。

石錐（図Ⅳ－6－1～39、Ⅳ-16、図版20-56･57)

概要石鰄は包含層で48点が出土し、内39点を図示した。

器体残存状況は、 47点・98％が完形もしくはほぼ完形品である。欠損品にみられる破損部分は、

尖頭部末端もしくは基部末端である。

層位別の出土点数はVa層6点、Vb層35点、Vc層4点、Ⅶ層2点である。図示したものは、 1 ．

2がⅦ層で他はVa･Vb層から出土している。

石材別の出土点数は、頁岩41点、玉髄5点、黒朧石2点で、頁岩が主体である。図示した石器は、

5 ． 9 ． 19･27．37が玉髄、 6 ･30が黒曜石、他は全て頁岩である。

アスファルト様物質が付着する石嫉は5点あり、全て有茎嫉の茎部付近に極倣かな付着がみられ

る。図示した石器では、 18． 19．33．39が該当する。付着物の範囲は塗潰しで表現している。

形態別の出土点数は、柳葉形： 2点、三角形平基： 2点、三角形凹基： 5点、木葉形： 2点、木葉

形有茎（カエシ不｢ﾘl暗） ： 10点、木葉形有茎（カエシやや|ﾘlllf) : 22点、三角形有茎: 5点である。

木葉形有茎嫉が多数を占める。

分布状況調査区内に散発的に分布するが､調査区中央付近､標高92～94mにまとまりが認められる。

掲載石器 1 ． 2は柳葉形雛である。器体中心llllll中央部に最大厚位置が認められる。 1は7cmを越

える長身のものである。 1 ･ 2とも入念に加工されている。

鯉
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Ⅳ包含層の遺物

3～6は三角形凹基鍬である。基部挟りの最深部付近に最大厚位置が認められる。 3は6cmを越

える長身で、薄く入念に加工されている。 4は基部の挾りが深い。 6は薄手の剥片を素材としている

と考えられる。

7 ． 8は三角形平基嫉である。全体的に薄く平坦で、先端部と基部は薄く加工されている。厚さは

3mm未満である。

9 ． 10は木葉形鍼である。器体中央部に最大幅・最大厚位置が認められるが、全体的に薄手に加

工されている。厚さは3mm程度を測る。

ll～35は木葉形有茎嫉である。茎部長が全長の1//3程度を占めるものが多い。 11～17はカエシが不

明瞭なもの､18～35はカエシが比較的明瞭なものである。 13～21は長|隔比2.5以上と細身で柳葉形に

近い。また、厚さ6mm前後と厚手なため、職断面形は分厚い凸レンズ状を呈している。最大厚位置

は器体中央部に認められる。 25～35は3cm前後と小型で、長'l1日比2.5未満のやや幅広のものである。

25～27．29は平坦剥離により両面調盤されたもので中央部にやや厚みを残している。 28．30～35は

主に周縁加工で整形したもので素材腹面を残すのが特徴的である。全体に薄く平坦である。 30～32

は茎部長が全長の半分近くを占める。 31の先端部には若干の磨耗が認められる。

36～39は三角形有茎鍼である。 3cm未満と小型で、茎部長は全長のl/4程度である。器体下半部側

に最大厚位置が認められる。加工は入念で調整縁辺は非常に滑らかである。 36は両側縁が並走して

いる。 39の側縁は若干内湾している。

石槍（図Ⅳ－7－40～42、Ⅳ-16、図版21-58･59-40～42)

概要石槍は包含層で4点が出土し、内3点を図示した。

器体残存状況は、器体全体の2/3以上が現存するもの1点、残存1/3以下の欠損品3点である。

層位別の出土状況は、Va層が1点、Vb層が3点である。 ｜又|示したものは全てVb層出土である。

石材は頁岩が3点、玉髄が1点である。図示したものは41が玉髄である。アスファルト様物質が

付着するものは1点みられた。図示していないが、基部に僅かなシミ状の付着痕跡が認められた。

出土分布散発的に認められる。

掲載石器40は有茎である。カエシは不明瞭である。入念な調整により器体は薄手に、側縁は鋭利

に加工されている。 41は細身、厚手で、横断面形は分厚い凸レンズ状を呈す。先端部方向からの剥

離により欠損している。 42は'li目が5cmを越え、大型の木葉形を呈すると推測される。上部折れ面に

接する正面左側縁からの剥離が原因して上半部を大きく欠損している。

石錐（図Ⅳ－7－43～45、Ⅳ 16、図版21-58.59-43～45)

概要石錐は包含層で3点が出土し、全て図示した。

器体の残存状況は、全て完形もしくは若干欠損するもので、欠損は錐状尖端部もしくは基部末端に

認められる。層位別の出土状況は、 Vb層が2点、 Vc層が1点である。石材は全て頁岩である。

出土分布調査区中央付近、標高92～94mの範lm1に散発的にみられる。

掲載石器43は蝶番剥離階段状剥離などが多いやや粗い加工が施されている。 44．45は形態が木

葉形有茎石嫉（図Ⅳ-25～35）に類似している。

つまみ付きナイフ （図Ⅳ－7－46．47、Ⅳ－16、図版21-58･59-46．47)

概要つまみ付きナイフは包含層で2点が出土し、全てlXl示した。

器体の残存状況は2点とも完形である。出土層位は46がⅦ層、 47がVb層である。石材は2点とも

頁岩である。アスファルト様物質の付着は47にみられ、つまみの扶入り部に観察された。

出土分布調査区中央付近、標高92～99mの範|川に散発的にみられる。
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W包含層の遺物

掲載石器40･41とも石器の長'lil ll方向につまみが形成される縦型のものである。 40は並行剥離に近

い加工により入念に調整されている。左側縁は直線的、右側縁はやや外湾形を呈す。両側縁とも器体

のねじれに伴い湾曲している。側縁辺は両側とも鋭利に形成されている。 41は左側縁が大型剥離と

小型縁辺剥離により緩角度に、右側縁は連続的な縁辺加工により急角度に調整されている。平面は左

側縁が外湾形、右側縁が内湾形を呈するが、素材の著しく湾曲する縦断面形に影響されたものと観察

される。

スクレイパー（図Ⅳ－7－48～8－63、Ⅳ-16、図版21-58.59-48～51， 22－60．61-52～63)

概要スクレイパーは包含層で19点出土し、内16点を図示した。

器体の残存状況は完形．ほぼ完形が16点、 1/2程度残存するものが1点、破損後Ⅳ加工したものが

2点である。層位別の出土状況はVa層4点、Vb層14点、Ⅶ層1点である。石材は全て頁岩である。

刃部付近に光沢が観察される資料は9点出土しており、内8点を図示した。光沢は艶やかで明瞭な

ものと、鈍くやや不明|僚なものとがある。図中「網掛け」で示したとおり、刃部の中央部付近に顕著

に発達している。なお、光沢の性格については、八雲町野田生4遺跡出土のスクレイパーの、金属顕

微鏡を用いた観察（北埋洲報171）により、使用痕であることが確認されている。

出土分布散発的にみられる。

掲載資料48～53は腹面と刃部調整のなす角度（以下刃部角）が60°以上を主とするものである。

全て縦長剥片もしくは一定方向から連続的に剥片剥離をおこなう技術から得られた剥片を素材と

し、片側縁もしくは両側縁に連続的な刃部調整を加えている。調整剥離面は3mm前後の中型のもの

である。また、素材の広い平坦打面を残置している。 48．49は石質から|司一母岩と観察される。 49

は刃部腹面側に刃こぼれ状の薄い剥離が認められる。 50は肥大した末端部に急角度の調整を加え、

掻器に加工している。 52は左側縁に比べ右側縁の加工が粗く、鋸刃状となっている。

54～62は刃部角が55°以下、主に40。前後のものである。縁辺は急角度のものと比べ、鋭利であ

る。

54は剥片、 55～60は縦長剥片もしくは一定方向から連続的に剥片剥離をおこなう技術から得られ

た剥片を素材としている。 54は素材の背腹面の判別が困難であったが、周囲縁辺からの剥離は全て

二次加工と判断した。 55～58は1mm前後の小剥離が連続的に施されるものである。 57．58は腹面側

に刃部調整がみられる。光沢は56．58に強い顕著なものが認められる。 59の刃部裏面には多数の微

細剥離痕が不連続的に観察される。 59．60は刃部調整が3mm前後の中型剥離を主とするもので、両

側縁加工の内、右側縁が強く外湾する特徴がある。

61 ．62は横長剥片を素材とするものである。製品の平面形態（長軸を90．転回)、刃部の調整剥離

（55～58と同様)、光沢（発生部位）の点で縦長剥片素材のものと同様の特徴を有す。 62は錯交剥離

となっている。

63は両面加工により三日月状に整形したものである。内湾する右側縁の刃部角は95・前後と急角

度である。全身がやや磨耗しており、他のスクレイパーとは大きく形状が異なる。

ピエス・エスキーユ（'叉|Ⅳ－9－64、Ⅳ-16、図版22-60･61-64)

概要ピエス・エスキーユは包含層で1点のみ出土した。出土層位はVb層、石材は頁岩である。

掲載石器64は剥片を素材としている。縦横の匹|方から対向剥離が観察される。上下端と左側縁に

平坦面を有し、二次剥離はこの平坦面から発生している。平坦面は上端が切断面、下端が素材面、左

側面が自然面で形成されている。

石核（図Ⅳ－9－65～67、Ⅳ-17、図版23-62～65）

67



_上台2適跡

I

I

IU"

鐘

』J

E=a@@

70

5cm

l I

図Ⅳ－9 包含層の石器（4）

ag



l/ 包含層の遺物

概要石核は包含層で3点が出土し全て図示した。器体の残存状況は全て完形（破損なし）である。

層位別の出土状況はVa層1点、 Vb層2点であるが、層位間で接合する （図Ⅳ－9-66+67)。石材

は全て頁岩である。

出土分布調査区H・ I25～27にまとまる。周囲には頁岩製フレイクが散発的に分布している。

掲載石器

65は残核廃棄間近の剥片剥離面と、素材面もしくは古い剥片剥離面とで構成されている。後者は

節理様の剥離である。作業は正面・上面・裏面でおこなわれている。正面と上面の切り合い関係は、

正面の剥離が新しい。上面で5～6回の永ll雛がまとまっておこなわれた後、作業面を正面に転移し、

上面を打面として3回程度の剥離がなされている。上面と裏面は、裏面の末端まで及ぶ大きい剥離

を、上面の剥離が切っている。 しかし、裏面右側の小剥離面と裏面剥離面との関係は不|:ﾘ1である。残

核形状は菱形に歪んだサイコロ状である。生産された剥片は、当初5cmを越えるものが剥離され、

作業終了直前にl～2cm程度の小型のものに移行したと考えられる。

66．67は節理面で接合する。 66の正面左側、及び裏面の剥離面は67分離以前の作業面と観察され

る。 66は分離後、分離により発生した右側面節理面を打面として、正面右側に4回程度の連続した

作業を行い、更にこの作業面に打面を転移して上面に剥離（右側面上部剥離面）をおこなっている。

67は分離後、正面を作業面とし、上下平坦打面から剥離を行っている。その後、裏面を打面とし、

右方向から4回程度剥離している。最終的にこの正面右側の剥離面を打面として裏面に3回程度の剥

離を行い作業を終えている。 l～5cmほどの大きさの剥片が生産されている。

石斧（図Ⅳ－9 68～10-78、Ⅳ－17･ 19、図版23-66)

概要石斧は包含層で27点が出土し、内11点を図示した。器体の残存状況は、完形4点、器体の1/2

程度が残存するもの2点、器体の残存が1/3以下のもの21点である。破片資料が多数を占めることが

特徴である。完形品は4点と少数で、 これらは折り重なるようにまとまって出土した一括遺物であ

る。破片資料の内、刃部と基部が多数を占めること （刃部破片16点、基部破片4点)、石質の観察か

ら、個体数は出土点数に近い数と考えられる。また、上記のような状況から、石斧破片の多くは使用

によって破損し、遺棄されたとみられる。

層位別の出土状況はVa層3点、Vb層23点、風倒木痕1点である。図示したものは、 73が風倒木

痕でほかはすべてVb層から出土している。 68～71はVb層上面から出土している。

石材は緑色泥岩が19点と最も多く、他に安山岩、片岩、蛇紋岩、砂岩が各1～2点程度みられる。

図示したものでは、 68．69．72．73．76が緑色泥岩製、 74．78が安山岩製、 71 ．77が蛇紋岩製、 70･

75が片岩製である。

出土分布標高92～102mの範囲に散発的に分布している。 68～71はD37区の30×30cmほどの範囲か

ら、折り重なるようにまとまって出土した。

掲載石器68～71は一括遺物である。

68．69．71は正面側に鎬が明|僚に研ぎ出された、ほぼ片刃の石斧である。刃部平面はすべて緩や

かな弧状を呈する。大きさは、長さ10cm前後、 111lll3.5～5cm、厚さl～l.5cm程度にまとまる。平面

形態はすべて刃部に最大'幅を有す、溌形から短冊形を呈している。横断面形は扁平な長方形、長楕円

形を呈する。整形は周囲からの打ち欠きによってなされ、全身を丁寧に研磨されている。 68～71の

形状・加工状況には共通性が認められ、規格的である。

72～77は刃部破片である。いずれも両刃と観察される。

72～74の刃部は円刃で、特に72.73は突出するように整形されている。横断面は楕円形を呈し、

{鰯
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Ⅳ包含岬の遺物

正面もしくは正裏面が分厚く膨らむ特徴を有す。残存は1/3以下であるが、現存で11冊5cm以上、厚さ

3cm以上を計測し、長さ15cmを越える大型の石斧に復元されると推定される。整形は、 73．74に敲

打痕が観察されることから、主にペッキングによってなされた後、入念な研磨を加えられたと考えら

れる。 72の刃部研磨は、左から右に段階的に移行したと観察される。

75～77は刃部が直刃から緩やかな弧状を描くものである。扁平で、横断面は長楕円を呈する。整

形は75．76に関しては、打ち欠きを主に行い、研磨したと観察される。 75は幅6.5cmを越える大型の

もので、上部折れ面から正面側に51両|程度の剥離が施されている。刃部縁はやや歪んだ形状を呈して

おり、縦方向の線状痕が観察される。 77は刃部縁辺に小剥離が不連続的に観察される。いずれも使

用痕の可能性がある。

78はI|1部から基部にかけて残存している。平面形は溌形に近く、長さは15cm以上と推測される大

型のものである。分厚く横断面形は楕円形を呈する。整形は周囲から打ち欠きを加えた後、入念な研

磨を施している。

敲石（図Ⅳ-11-79～89、Ⅳ-17、図版24-67)

概要敲石は包含層で48点が州土し、内12点・ ll個体を図示した。

器体の残存状況は、完形37点、器体の2/3以上残存するもの6点、 1/2程度が残存するもの4点、

器体の残存が1/3以下のもの1点で、完形品が多数を占める。

層位別の出土状況はV層1点、 Va層4点、 Vb層30点、Vcjg1点、Ⅶ層5点、風倒木痕6点、不

明1点である。図示したものは、 80．81がⅦ層、 86がVc層で、他はすべてVb層から出土している。

石材は全て安山岩である。

出土分布調査区全体に散発的に分布している。

掲載石器79～81は扁平礫を素材とし、平坦な正面もしくは正面と裏面に敲打痕が観察されるもの

である。敲打痕は縦長の礫の長軸上に発生し、 また、素材の頁L|｣から上下に偏って認められる。

敲打痕は径1.5cmほどの不整円形の範囲にまとまり、 これが複数連なって観察されるものが多い。 80

は敲打痕が明瞭で、 3～4mm程度凹んでいる。

82．83は大きさ9cm未満程度の小型の円礫を素材とし、縁辺部に敲打痕が観察されるものである。

82の敲打痕は上下端から側縁辺をほぼ全周するように分布している。 83は下端及び右側縁に敲打痕

が観察される。

84～89は縦長の円礫・亜角礫もしくは棒状礫を素材とし、長軸方向の下端もしくは上下両端に敲

打痕が観察されるものである。 84～87は上下両端に、 88．89は下端のみに敲打痕が観察される。 85

の上下両端には敲打痕はみられないが、敲打の衝撃により剥離が生じていると観察した。敲打痕は、

84．86．87．89では素材の縁辺に沿って認められるが、 88では下端の広い範囲を潰すように生じて

いる。

扁平打製石器・扁平打製石器原材（図Ⅳ-11-90～12-95、Ⅳ－18、図版24-68)

加工痕ある礫（図Ⅳ－12 96．97、Ⅳ－18、図版25 69-96.97)

概要扁平打製石器・扁平打製石器原材（以下、原材）は包含層で10点が出土し、内6点を図示し

た。また、扁平打製石器原材に類似する加工痕ある礫が3点出土し、内2点を掲載した。

扁平打製石器と原材の器体の残存状況は、完形7点（内原材4点)、 1/2程度が残存するものl点、

器体の残存が1/3以下のもの2点である。

層位別の出土状況はVa層4点、 Vb層6点である。図示したものは、 91 ･94がVa層で、他はすべ

てVb層から出土している。石材は全て安山岩である。
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Ⅳ包含層の遺物

出土分布調査区の東側、標高91～97m付近と87m付近にややまとまって分布している。掲載した扁

平打製石器に類する加工痕ある礫も、同様の分布である。

掲載石器90～92は刷平打製石器である。いずれも、石器横軸に並走する直線的なすり面を下面に

有し、すり面平面も直線的に認められる。すり面縁辺には小型剥離が連続的に認められる。

90は扁平礫を素材とし、主に左右両端とすり面側縁辺に加工を施している。右側縁加工部はノッ

チ状に整形されている。幅広いすり面は石器長llilllに直交するように形成されている。 91 ･92は主に

裏面側へ大型剥離を加え、薄手、小型に整形している。あるいは剥片を素材にしている可能性がある。

平面形状は、正面中心軸から頂部が偏る、左右非対称な形態を呈す。 また、 91の右側縁は加工によ

り下縁と直交するように整形されている。 91 ．92のすり面は左右に分離している。

93～95は原材である。全て扁平礫を素材としている。下面は加工縁辺で、断面はV字状を呈す。

93の下縁はほぼ直線的に認められるが、 94．95の下縁は歪に湾曲している。 93の平面形状は、正面

中心軸から頂部が偏る、左右非対称な形態を呈す。 また左側縁はノッチ状に整形されている。 94．

95は平面楕円形で、 95の右側縁は下縁に直交するように加工されている。

96．97は加工痕ある礫である。扁平打製石器の原材の可能性があるものとして掲載した。両者と

も扁平礫を素材とし、長軸方向の両端を打ち欠いており、加工部はノッチ状である。無加工の素材片

側縁が直線的形状であり、 この部分をすり面部に設定すると推測される。

北海道式石冠（図Ⅳ－12-98･99、Ⅳ-18、図版25-69 98･99)

概要北海道式石冠は包含層で9点が出土し、内2点を似|示した。

器体の残存状況は、完形1点、器体の2/3以上残存するもの1点、 1/2程度が残存するもの2点、

器体の残存がl/3以下のもの5点で、破損品が多くみられる。出土層位は全てVb層である。石材は

全て安山岩である。

出土分布調査区の南東側に散発的に分布する。

掲載石器98はすり面が著しく正面側に傾くもので、すり面は湾ll1lしている。すり面中央部と左端

部には敲打痕が観察される。また、すり面縁辺には1～4cm程度の不規則な剥離が認められる。 99

は若干すり面が正面側に傾くがおおむね平坦なものである。左端部を欠損しており、すり面の欠損部

付近には敲打痕が観察される。 98と同様すり面縁辺にl～4cm程度の不規則な剥離が認められる。

台石・石皿（図Ⅳ-12-100～13 103、Ⅳ－18、図版25-70)

概要台石・石皿は包含層で8点が出土し、内4点を図示した。敲打痕のみが観察されるものと、明

瞭な擦痕が観察されるものとがある。

器体の残存状況は、完形4点、器体の1/2程度が残存するもの3点、器体の残存が1/3以下のもの

1点である。出土層位はⅢ層1点、Va層1点、Vb層6点である。石材は全て安山岩である。

出土分布調査区の南東側に散発的に分布する。

掲載石器 100･ 101は敲打痕のみが観察されるものである。 100は分厚い円礫を素材とし、平坦面に

散発的な敲打痕が観察される。周囲からは打ち欠き調整が施されている。 101は半割礫を素材とし、

湾llllした面に敲打痕が観察される。敲打痕は頂部中央付近に顕著である。

102･103は明瞭に凹むすり面を有すものである。両者とも多孔質な石材である。 103は分厚い亜角

礫を素材とし、すり面の接する縁辺に打ち欠き整形を加えている。すり面上下には敲打痕による平坦

面が広がり、すり面はこの平坦部から深さ2.5cmほど凹んでいる。

7:ヲ
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3 鉄製品（図Ⅳ-13-104、W-19､図版13-40･41, 19-55)
概要鉄製品は1点出土している。出土層位はⅢb層上面～上部で、畑の畝部に若干食い込むような

状態で検出された。 Ⅱ層(Ko-d、 1640年降灰）よりも下位の出土状況から、 17世紀前半に遣された

ものと考えられ、畑跡に関係する資料の可能性がある。

掲載遺物 104は刀子である。完形品であるが、錆による腐植が著しく部分的に中空となっていた。

全長26.9cm、幅2.5cm、厚さ0.9cm、刃長19. 1cm、茎の幅1.9cmを測る。平造・平棟の直刀で、棟

区、刃区と目釘穴が明瞭に認められる。 目釘穴は刃区側寄りにみられる。茎尻は刃側が若干丸みを帯

びる「栗尻」に近いものである。ふぐらは張りがない「フクラ枯れる」形状を呈している。切先はふ

くらから角度が急変するため、いったんは破損したとみられる。 しかし、刃先縁辺が切先まで連続し

て鋭利に作り出されていることから、研ぎ直しにより再生したと観察される。本来的には、 さらに長

い刀であったようである。刃先上半部が僅かに内湾し、 この部分の刀身が薄くなっている。研ぎを重

ねて使い込んだものと推測される。

全体的な形状、大きさなどからは、刀子よりもむしろ小刀の特徴を備えており、本州で生産された

可能性が高いと考えられる。 （坂本）
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V 自然科学的手法による分析結果

V自然科学的手法による分析結果

1 畑遺構の土壌理化学性
（独）国立科学博物館須永薫子

1はじめに

これまで農耕地遺構研究は、水田跡を中心に行われており、畑跡の発掘事例は少なく、水田跡で検

討されているような生産性など総合的な研究は行われていないのが現状である。 これは、稀な例とし

て作物の痕跡が出土することはあるが、通常は栽培作物が限定される例が少ないこと、栽培方法が明

瞭ではないこと、そして畑遺構の検出例が少ないことなどが背景にあると考えられる。 しかしなが

ら、水田とは異なり、畑では水管理のみならず養分の補充が必須であることや湛水の影響が少ないこ

とが予想されることから、埋没当時の痕跡をとどめている可能性がある。著者のこれまでの研究から

群馬県で発掘された1783年の浅間山噴火に伴い埋没した畑遺構の土壌理化学性に埋没以前の畑利用

による影響と考えられる特徴を確認することができた（須永ら， 2003)。 しかしながら、土壌の理化

学性には、人為のみならず母材や気候による影響があるため、様々な堆積環境下の埋没畑遺構土壌の

研究は、畑遺構の研究において重要な意義があると考えられる。

本報告は、上台2遺跡において駒ケ岳d火山灰（以下Ko-dと称す）層の下位層で検出された筋状

の遺構に関して調査分析した結果を報告するものである。 これらの筋状遺構は、その形状から畑とし

て利用されていた可能性が高いと考えられる （以下筋状遺構を畑遺構と称すこととする)。そこで、

両遺跡で検出された畑遺構の土壌理化学性に埋没以前の畑利用による影響が確認できるか否かを検討

することを第一の目的とし、 さらに畑遺構の特徴、特に肥料成分に関連する土壌化学性の特徴を明ら

かにすることを第二の目的として以下の検討をおこなった。

本報告では、畑遺構の検出された両遺跡と対比を行うため畑遺構が検出されず両遺跡に隣接した上

台1遺跡からも同様の層位の土壌を採取しこれを人為的影響のほとんどない、ほぼ自然状態で堆積し

た土壌として比較をおこなった。

以下に採取地点および分析に供した土壌試料を示し、分析方法および分析結果を報告する。

2供試土壌（採取地に関して）

採取地点を図lに示した。

現地調査から、筋状の遺構は、基本層序のⅣ層にあたる白頭山苫小牧火山灰（以下B-Tmと称する）

層の撹乱によって確認されている。そこで、 このB-Tm層が筋状遺構として明瞭に確認できた地点を

調査区の山側および谷川でそれぞれ1地点、計2地点採取した。また、B-Tm層の撹乱が著しく筋状

遺構が不明瞭であった地点でかつ筋状遺構にかこまれ、周辺の状況から畑として利用されていたと考

えられる地点を山側から1地点採取した。 さらに、畑跡としての特徴を明らかにするため、筋状遺構

が確認されず、周辺の状況から畑として利用されていた可能性が低い地点として隣接する上台1遺跡

から1地点採取した。なお、採取を行った時点では上台2遺跡では筋状遺構が広範囲に確認されたた

め畑利用がなされなかったと考えられる地点を選定することができなかったため、上台1遺跡から採

取した。

それぞれの地点で採取した土壌試料の特徴を模式的に図2に示し、それぞれの土壌試料の特徴を表

1にまとめた。
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表1 採取地点および供試土壌の特徴
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V 自然科学的手法による分析結果

3分析方法

(1)土壌物理性

土壌物理性の分析では、土壌が硬いかやわらかいか、どの程度詰まっているかを検討した。現代の

土壌の研究により、畑利用された土壌では、森林等の自然環境下で堆積した土壌と異なり、次第に硬

く詰まる傾向が知られている。同様に、 これまでの著者が研究を行った同一の地域の埋没遺構の比較

で、埋没畑遺構の土壌と畑以外と考えられる地点の土壌においても、畑遺構土壌により硬く、詰まっ

た状態であることを示す傾向が確認された。

それぞれの分析方法は以下の通りである。

硬度…現地にて、山中式土壌硬度計を用いて測定した。

容積重…内容積100mLの採土管を用いて容積重を測定した。なお、容積重とは堆積当たりの乾燥土

壌の重量である。

（2）土壌化学性

土壌化学性の分析では、土壌の基本的な性質としてpH(H20、KCI) 、陽イオン交換容量（以下CEC

と称する)、土壌有機物量として全炭素量および全窒素量、 リン酸吸収係数を測定した。これらの分

析項目は土壌の母材や堆積環境によって影響を受けると考えられている。一方、埋没以前の畑利用に

伴い変化する傾向の強い、可給態リン酸量および易分解性有機物量について分析を行った。

易分解性有機物量以外の分析は、土壌環境分析法（1997）の方法を用いた。易分解性有機物量は、

須永ら(2003)による方法を用いた。

（3）土壌構造

土壌構造をそのまま樹脂に包埋し、薄片試料を作成し、土壌微細形態学的観察を行うことによっ

て、土壌の微細な部位の変化を確認できる。 これまでの研究では、現代の表土に|對して耕地利用に伴

う土壌構造の変化が検討されている（荒川・東, 1995．BlankandFosberg, 1989)。そこで、畑跡と対

照地の土壌構造を観察し、畑利用に伴う土壌構造の変化を検討した。微細形態観察試料は、平山

（1992）に準じて作成した。

4結果および考察

（1）土壌物理性

硬度の平均値を図3に、固相率の結果を図4に示した。
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図4 Ko-d直下層およびその下層の容積重
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図3Ko-.直下層およびその下層の土壌硬度

一般に土壌物理性は母材により各分析値の傾向が異なる。例えば、礫が多量に含まれる地点では、

容積車で畑跡と対照地に違いがみとめられ硬度ではその傾向が認められなかったが、均質な砂質の土

壌では、容積車で違いが認められず硬度に違いが認められた。硬度に関しては、上台2遺跡の谷側の

畑跡である地点③で、対照地に比べ幾分高い傾向が認められたが、山側の2地点に関してはむしろ対

8万



上台2遺跡

照地に比べ低く、明瞭な傾向が認められなかった。容積重に関しては、上台2遺跡の畑跡の3地点で

明瞭な傾向は認められなかった。なお、対照地の値で畑跡に比べ高い値を示したが、 これは対照地の

Ko-d直下層の層厚が4cmと薄く採土管（高さ5cmの円筒コアサンプラー）による採取時に直下層か

らB-Tm層まで採取されることによる影響と考えられた。以上の結果から、上台2遺跡では簡便な土

壌硬度による分析では畑跡を明瞭に示す傾向は認められず、容積重による比較は困難であることがわ

かった。そこで、直接土壌構造を観察した結果を（3）土壌構造に示す。

（2）土壌化学性

pH(H20，KCI)、CEC、土壌有機物量として全炭素量および全窒素量リン酸吸収係数の結果を

図5～10に示した。可給態リン酸量、易分解性有機物量を図11, 12に示した。

pH(H20，KCl)の結果には、各地点間で変化は少なく、ほぼ5前後を示した。特に塩化カリウム

を用いたpHでは比較的母材に影響をうけると考えられているが、 こちらは、地点間のそれぞれの層

位で変化が少なかった。特にB-Tm混入層（上台l遺跡ではB-Tmの層位）では混入割合がことなる

ためか、多少のばらつきが認められる。

陽イオン交換容量(CEC)、土壌有機物量として全炭素量および全窒素量はほぼ同様の傾向をしめ

した。 このことからCECは粘土や有機物量による影響をうけるが、上台1 ･ 2の地点では、有機物量

による影響を強く受けて決定されていることがわかった。CECは農耕地利用においては養分を保持す

る容量である。 リン酸吸収係数は土壌が植物に必須な要素であるリンを吸着してしまい植物が利用で

きない状態にしてしまう能力である。 リン酸吸収係数も粘土や有機物量によって影響を受ける。Ko-

d直下の層位では畑跡が幾分低い傾向を示したが、ほぼ全地点で15を超える高い値をしめした。 この

ことから、埋没当時と現在で同様の値であるかどうかはさらに議論が必要ではあるが、畑利用を永年

続けていく過程で、 リンの投入が少なければ、容易にリン欠乏症におちいる可能性の高い土壌である

と考えられる。

これまでの研究から、可給態リン酸量、易分解性有機物量は埋没当時の土地利用による影響を受け

ると考えられた。可給態リン酸量では、畑跡が低く、対照地が高い結果になった。群馬県の1789年

に埋没した浅間A軽石下の畑跡と対照地では、畑跡が比較的高い値を示したが、上台2遺跡の結果は

これとは異なる傾向であった。可給態リン酸量に関しては埋没環境や当時の農業技術の違い、埋没し

た季節など様々な影響考えられることからより詳細な検討が必要な課題である。一方、易分解性有機

物量は畑跡が低く対照地が高い傾向を示した。これは、群馬県でおこなった研究と同様の傾向であ

り、畑利用によって易分解性有機物量が減少し、その傾向が埋没後も確認できた可能性が高いと考え

られる。 これまでの研究から易分解性有機物量を可給態リン酸量で割った値(N/Pと称する）が畑

跡で低く、対照地で高い傾向を示す指標となる可能性を検討してきた。上台2遺跡に関しても同様に

N/Pを求めたところ、畑跡で低く、対照地で高い傾向が確認できた。地域全体で閾値となる値が確

認できれば、畑跡と対照地の判別の一助になる可能性がある。

（3）土壌構造

畑跡として山側の2地点と対照地の土壌構造の特徴的部位を図14に示した。それぞれの図の高さ

は3cmである。白い部分は孔隙を示している。対照地では孔隙が複雑につながった混合パッキング

孔隙が多いが､畑跡では､バグ孔隙やチャネル孔隙が多かった。これまでの研究と同様の傾向であり、

畑利用に伴う構造の変化が上台2遺跡でも確認できたと考えられた。また、筋状にB-Tmが確認でき

なかった②地点においても筋状遺構が明瞭に確認できた①地点とほぼ同様の傾向であった。以上のこ

とから筋状遺構は明瞭ではなかったが、②地点は土壌構造からも畑跡としての性質が確認できた。
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5まとめ

両遺跡で検出された畑遺構の土壌理化学性に埋没以前の畑利用による影響が確認できるか否かを検

討した所、易分解性有機物量、易分解性有機物量を可給態リン酸量で除した値(N/P)、土壌構造

において埋没以前の畑利用による影響と考えられる特徴が認められた。肥料成分に関連する可能性の

高い可給態リン酸量については畑遺構で対照地に比べ低い傾向を示した。このことからリンの投入が

少なく、畑利用に伴い植物の吸収等により土壌中から減少した状態であったとも考えられる。 しかし

ながら、埋没した季節や当時の農業技術などと総合的に検討することが今後必要な課題である。
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V 自然科学的手法による分析結果

2 畑跡の植物珪酸体・花粉分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

上台2遺跡は、南西側の山地から続く台地上の緩斜面に立地する。 これまでの発掘調査により、縄

文時代前期後半一同晩期、縄文時代早期の遺物包含層、および近世の畑跡などが検出されている。 こ

のうち、畑跡は駒ケ岳dテフラ （西暦1640年）の下位で検出され、白頭山一苫小牧テフラ(10世紀

中頃） とその直上の黒褐色土層を掘り込んで構築されている。 これらは調査区全面に確認され、 さら

に調査区外にも広がることが想定される。地形の傾斜方向に沿って直線状（溝状）に耕され、その形

態から溝に作付けが行われた可能性が指摘されている（平成15年度発掘調査時の見解である)。

今回は、畑跡での栽培植物に関する情報を得るために、花粉分析と植物珪酸体分析を実施した。

1 ．試料

送付資料及び当社技師現地観察結果によれば、調査区内の基本土層には黒色土や火山砕屑物が認め

られ、大きく1－Ⅸ層に分けられる。 このうち、 Ⅱ層は駒ヶ岳火山灰d層(Ko_d:西暦1640年)、Ⅳ

層が白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm: 10世紀後半)、Ⅵ層が駒ヶ岳火山灰g層(Ko-g:約6000年前)、

Ⅸ層が濁川火砕流である。また、V層(Va層、Vb層）が縄文時代前期後半一同晩期、Ⅶ層が縄文

時代早期の遺物包含層である。

試料は3 ． 4区のF-38セクションに見られた畑跡から6点、 F-38セクションに近いL42杭か

ら1点、 5 ． 6区のF-31セクションに見られた畑跡から5点の合計12点が採取された。なお、そ

れぞれの土壌試料には管理番号が付されているため、本報告でもこの管理番号を用いる。畑跡の土壌

は赤褐色土やB-Tmブロックを包含しており、包含状態や土色から細分される。 F-31セクションに

見られた畑跡では、大きくl層－7層に区分される。 このうち、 5層－7層に赤褐色土、 6層で赤褐

色土ブロックが含まれ、Ⅳ層がB-Tmの純層、 2層が耕作溝覆土である。またF-38セクションに見

られた畑跡では、大きく l層－5層に分けられる。 このうち、 5層－6層に赤褐色土、 4層で赤褐色

士ブロックが含まれ、 5層が耕作溝覆土、Ⅳ層がB-Tmの純層である。 これを、Ⅲ層の基質にB-Tm

が混じるⅢb層が覆う。

花粉分析では12点中より6点を選択する予定であったが、土質から花粉化石の保存状態が良くな

いと予想されたため、 12点全点について分析を実施した。また、植物珪酸体分析でも12点全点を分

析対象とした。分析の際は、花粉分析と植物珪酸体分析で同一試料を分割して用いた。分析試料の詳

細を表lに示した。

2．分析方法

（1）花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、筋別、重液（臭化亜鉛：比重2. 3)よる有

機物の分離、 フシ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸9 ：濃硫酸lの混合液）処

理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉化石を濃集する。残

瘡をグリセリンで封入してプレパラートを作成し、 400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査

し、出現する全ての種類について同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。

（2）植物珪酸体分析

湿重59前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸

ナトリウム， 比重2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。検鏡しやすい

”
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濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリユウラックスで封入してプレパラー

トを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞

に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以

下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤・佐瀬（1986）の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から

古植生について検討するために、植物珪酸体群集の層位分布図を作成した。各種類の出現率は、短細

胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

3．結果

（1）花粉分析

結果を表2示す。

表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難なものである。

いずれの試料においても検出される花粉化石数は少なく、検出個体の多い試料でも総花粉数が50

個程度である。また、わずかに検出された花粉化石の保存状態は悪く、花粉外膜が壊れている状態で

産出するものが多い。

検出された花粉化石は、木本花粉ではモミ属、マツ属、ブナ属、 コナラ属コナラ亜属など、草本花

粉ではイネ科、 カラマツソウ属、 ヨモギ属、キク亜科などが認められる。

なお、Va層や畑跡試料のプレパラート中には、微細な炭化植物片が数多く確認される。プレパラー

ト内の状況写真もあわせて図版に示す。

（2）植物珪酸体分析

結果を表3、図l示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、表面に多

数の小孔（溶食痕）が認められる。以下に、地点毎の産状を述べる。

3 ． 4区のF-38セクションに見られた畑跡では、 イネ属やキビ類、ムギ類などのイネ科作物に

由来する植物珪酸体が全く認められない。 F-38セクション①の試料では、管理番号7 (Va層） と

その上位試料で産状が異なる。管理番号7ではヨシ属短細胞珪酸体の産出が目立ち、機動細胞珪酸体

も検出個数が多い。また、クマザサ属を含むタケ亜科、 イチゴツナギ亜科なども認められる。 これに

対して、上位の管理番号6， 5 （5層)、 4 （3層)、 1 (5層）ではクマザサ属の産出が顕著に目

立ち、 ヨシ属、ススキ属を含むウシクサ族、 イチゴツナギ亜科などがわずかに認められる。

F-38セクション②の管理番号11 (mb層）やF-38セクションに近いL42杭の管理番号14(Ⅲ層）

でも、管理番号1－6と同様な種類が認められ、 クマザサ属の産出が顕著に目立つ。

5 ． 6区のF-31セクションに見られた畑跡でも、 イネ科作物に由来する植物珪酸体が全く認め

られない。また、管理番号20 （5層直下のVa層）ではクマザサ属とともにヨシ属短細胞珪酸体の産

出が目立つのに対して、上位の管理番号19 (2層)、 17 (6層)、 15 (5層）ではクマザサ属の産出

が顕著に目立つ。なお、管理番号21 （7層直下のVa層）でもクマザサ属の産出が顕著に目立ち、管

理番号20と産状が異なる。

4．考察

3 ． 4区のF-38セクションと5 ． 6区のF-31セクションに見られた畑跡では、花粉化石がほ

とんど検出されなかった。一方、植物珪酸体でもイネやキビ類、ムギ類などのイネ科作物に由来する

珪酸体が全く認められなかった。今回の分析結果を見る限り、検出された畑跡でイネ科作物が栽培さ

れていた可能性は低いと言える。 しかし、道内の近世アイヌの遺跡からはイネ科作物であるアワや上

功7
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L台2遮跡

エの他に、 ゾバ、マメ類、アブラナ科、シソ属などの種実遺体が出土している （山田, 1998)。イネ

科作物以外の種類は明瞭な植物珪酸体が形成されないために、仮に栽培されていたとしても、耕土中

の植物珪酸体群集に反映されない。 また、今回は花粉化石の保存状態が悪いことから、土壌中に取り

込まれた花粉化石が消失している可能性が考えられる。そのため、今回の畑跡でイネ科作物以外の種

類が栽培された可能性は否定できない。 この点を検証するためには、今後畑跡の土壌を対象にして微

細遺物の洗い出しを行い、種実遺体の有無を確認することが有効と思われる。また、周辺の|司時期の

畑跡についても、種実遺体や植物珪酸体の有無を調査することが望まれる。

なお花粉分析の過程で、畑跡の土壌中に微細な炭化植物片が数多く検出された。 この点は、土壌中

に炭化物が供給されたことを示唆する。この要因には､畑で火を燃やしたこと、灰や炭を播いたこと、

下位のVa層から供給されたことが考えられる。今後炭化物含量の層位的変化を調べて、 5層での炭

化物の濃集の有無を確認したい。

ところで、今回の試料では花粉化石の保存が悪いために古植生の詳細を推定することは難しいが、

少なくともイネ科、 カラマツソウ属、 ヨモギ属、キク亜科など比較的開けた明るい場所を好む草本類

が認められている。そのため当時の本遺跡の周囲は、 これらの種類が生育する開けた場所であったこ

とが想定され，畑としての土地利用とは調和する結果といえる。また植物珪酸体群集の中に認められ

るヨシ属は、比較的大型の水生植物であり、河道縁辺部や湿地など湿潤な場所に生育する種類である

ことから、周辺に湿潤な場所も存在したと思われる。特に、Va層ではヨシ属の産出が目立つことか

ら、調査区周辺が湿潤な場所になっていた可能性も考えられる。 F-31セクションで見られた7層

直下のVa層は上位層の植物珪酸体群集と似ており、耕作に伴う撹乱の影響と思われる。

樹木に関しては、ブナ属、 コナラ亜属、 トチノキ属などの落葉広葉樹、モミ属やマツ属などの針葉

樹は後背の台地や山地などに生育していた可能性がある。多産したクマザサ属は林床に生育すること

の多い種類であり、 これらの林床に生育していたものと思われる。また、ハンノキ属、ニレ属一ケヤ

キ属などは低湿地や河畔などに生育していたものに由来する可能性がある。本遺跡の人々を取り巻く

植生や水域環境については、今後さらに|司時期の堆積物について珪藻分析などの層位的な調査を実施

することが望まれる。

なお、花粉化石・シダ類胞子の産出状況が悪い場合、元々取り込まれる花粉量が少なかった、ある

いは、取り込まれた花粉が消失したという大きく2つの原因が想定される。今回の植物珪酸体分析の

結果を見ると、植物珪酸体は豊富に産出していることから、堆積速度が速いなどの理由で堆積物中に

花粉が取り込まれにくかったとは考えにくい。一般的に花粉やシダ類胞子の堆積した場所が常に酸化

状態にあるような場合、花粉は酸化や土壌微生物によって分解・消失するとされている（中村, 1967;

徳永・山内, 1971)。今回分析を実施した試料は、いずれも擦文時代からアイヌ文化期にかけての畑

跡から採取されていることから、堆積時は好気的環境であったことが予想される。 したがって、花粉

化石が検出されなかった理由としては、堆積時に取り込まれた花粉、シダ類胞子が、その後の経年変

化により分解・消失したためと考えられる。

引用文献

近藤錬三・佐瀬隆1986,植物珪酸体分析， その特性と応用．第四紀研究, 25, 31-64.

中村純, 1967,花粉分析．古今書院232p.

徳永重元・山内輝子, 1971, 花粉・胞子． 化石の研究法，共立出版株式会社, 50-73.

山田悟郎, 1998,近世アイヌの畠．考古学ジャーナル, 439, ニューサイエンス社, 26-30.

※分析は平成15年度におこなわれたが、平成16年度の整理段階で、層位名の変更や土層解釈に訂正が生じた。そのため、報

告では分析時とは異なる層位名称に変更して掲載した。一部表の層位掲救11個が順不同となっているのは、 このためである。
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V 自然科学的手法による分析結果

3 畑跡の寄生虫卵・植物珪酸体・花粉・珪藻分析
株式会社古環境研究所

1 ． はじめに

上台2遺跡は、茅部郡森町字上台に所在し、森町市街地の南約2kmの台地上の緩斜面に立地して

いる。本遺跡では、北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）の建設に伴い発掘調査が行われ、中世か

ら近世の間に構築されたとみられる畑跡が確認された。そこで、当該畑跡における栽培植物の推定な

らび施肥の可能性について、植物珪酸体分析と寄生虫卵分析を行い検討することになった。また、当

時の周辺植生と環境の復元を試みることを目的に花粉分析と珪藻分析もあわせて行った。

2．試料

分析試料は、駒ヶ岳dテフラ(Ko-d, AD1640)下位の畝状遺構から採取された9点、および白

頭山苫小牧テフラ(B-Tm, 10世紀）直下の堆積層から採取された3点の計12点である。これらすべ

ての試料について植物珪酸体分析、寄生虫卵分析および花粉分析を行い、 またB-Tm直下の3試料に

ついてはさらに珪藻分析を行う。試料の詳細を以下にまとめる。

グリッド 地点 ｻﾝﾌﾟ ﾉﾚ番号

A

B

C

1

2

層位 性状

暗黒色土

暗黒色士

暗黒色土

暗黒色土

暗黒色士

備考

B-Tm直下

(白頭山苫小牧

10世紀）

畝Ⅲb層上部

畝Ⅲb層下部

KSI

畝間覆土上部B-Tm混じ

り
KS2 暗黒価‘十３

暗黒色士

～シルト
畝間覆土下部黒色士4

暗黒伊‘十
、 。T

へ‐‘、／ノレ|、

畝Ⅲb層上部J61 KS3 畝中の掘り込み痕跡5

畝Ⅲb層中部B-Tm混じ

り中

暗黒色土

～シルト
畝中の掘り込み痕跡6

畝Ⅲb層下部B-Tm混じ

り強

暗黒（褐）

色士
畝中の掘り込み痕跡7

~0

畝間覆土上部

畝間覆土上部

KS4 暗黒色士

暗黒色士

８
’
９

3．分析方法

(1)植物珪酸体分析

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸(SiO2)が蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス質

の微化石（プラント ・オパール） となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、 この

微化石を遺跡土壌などから検出して|司定・定量する方法であり、 イネをはじめとするイネ科栽培植物

の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山, 2000)。

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原1976)を用いて、次の手順で行った。

1）試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）
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2）試料約l9に対し直径約40ILmのガラスビーズを約0.02g添加（電子分析天秤により0. 1mgの精

度で秤量）

3）電気炉灰化法（550℃・ 6時間）による脱有機物処理

4）超音波水中照射(300W･42KHz･10分間）による分散

5）沈底法による20ILm以下の微粒子除去

6）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

7）検鏡・計数

同定は、 400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。 これはほぼプレパラート1枚分

の精査に相当する。試料lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料l9中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（1.0と仮定） と各植物の換算係数（機動細

胞珪酸体1個あたりの植物体乾重、単位: 10~5g)をかけて、単位面積で層厚1cmあたりの植物体

牛産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえること

ができる。 ヨシ属（ヨシ）の換算係数は6.31、ススキ属（ススキ）は1.24、チマキザサ節型（チマ

キザサ節・チシマザサ節）は0.75、 ミヤコザサ節は0.30である（杉山, 2000)。 タケ亜科については、

植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

（2）寄生虫卵分析

人や動物などに寄生する寄生虫の卵殼は、花粉と同様の条件下で堆積物中に残存しており、人の居

住域では寄生虫卵による汚染度が高くなる。寄生虫卵分析を用いてトイレ遺構の確認や人糞施肥の有

無の確認が可能であり、さらに寄生虫卵の種類から、摂取された食物の種類や、そこに生息していた

動物種を推定することも可能である。

寄生虫卵分析は、微化石分析法を基本に以下のように行った。

1）サンプルを採量

2）脱イオン水を加えて撹拝

3）筋別および沈澱法により大きな砂粒や木片等を除去

4） 25％フシ化水素酸を加えて30分静置（2～3度混和）

5）遠心分離(1500rpm、 2分間）による水洗の後にサンプルを2分割

6）片方にアセトリシス処理を施す

7）両方のサンプルを染色後、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

8）検鏡・計数

（3）花粉分析

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されてお

り、遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花

粉などの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解さ

れて残存していない場合もある。

花粉粒の分離抽出は、中村(1973)の方法をもとに、以下の手順で行った。

1） 5％水酸化カリウム溶液を加えて15分間湯煎

2）水洗処理の後、 0.5mmの節で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

3） 25％フシ化水素酸溶液を加えて30分放置
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4）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水してアセトリシス処理を施す

5）再び氷酢酸を加えて水洗処理

6）沈湾に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

7）検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300～1000倍で行った。花粉の同定は、島倉(1973)および中村(1980)

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、

亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。

（4）珪藻分析

珪藻は、珪酸質の被殼を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った土

壌、岩石、 コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの環

境要因に応じて、それぞれ特定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は、当時の堆積環境を

反映していることから、水域を主とする古環境復原の指標として利用されている。

以下の手順で珪藻を抽出し、プレパラートを作成した。

l)試料から乾燥重量1gを秤量

2) 10%過酸化水素水を加え、加温しながら1晩放置

3）上澄みを捨て、細粒のコロイドと薬品を水洗

4）残湾をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥

5）マウントメディアによって封入し、プレパラート作成

6）検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって600～1000倍で行った。計数は珪藻被殼が100個体以上になるまで行

い、少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

4．分析結果

(1)植物珪酸体分析

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。 これらの分類群について定量

を行い、その結果を表lおよび図lに示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

キビ族型、 ヨシ属、ススキ属型（おもにススキ属)、ウシクサ族A(チガヤ属など）

〔イネ科一タケ亜科〕

チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、 ミヤコザサ節型（ササ属ミヤコザサ

節など)、未分類等

〔イネ科一その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来)、未分類等

（2）寄生虫卵分析

いずれの試料からも寄生虫卵は検出されなかった（表2）。

（3）花粉分析

1）分類群

出現した分類群は、樹木花粉21、樹木花粉と草本花粉を含むもの2、草本花粉11、シダ植物胞子

2形態の計36である。 これらの学名と和名および粒数を表2に示し、花粉数が100個以上計数できた

試料は、傾向をみるために花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを作成した（図2）。また、主要

な分類群の顕微鏡写真を図版に示した。以下に出現した分類群を記す。
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図版1 植物珪酸体（プラント・オパール）の顕微鏡写真

〔樹木花粉〕

モミ属、マツ属複維管束亜属、マツ属単維管束亜属、スギ、 クルミ属、ハンノキ属、カバノキ属

ハシバミ属、クマシデ属一アサダ、 クリ、シイ属、ブナ属、 コナラ属コナラ亜属、 コナラ属アカガシ

亜属、ニレ属一ケヤキ、キハダ属、ウルシ属、ニシキギ科、 カエデ属、 l､チノキ、シナノキ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

ウコギ科、ニワトコ属一ガマズミ属

〔草本花粉〕

イネ科、 カヤツリグサ科、 タデ属、ナデシコ科、 カラマツソウ属、アブラナ科、チドメグサ亜科、

セリ亜科、 タンポポ亜科、キク亜科、 ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

2）花粉群集の特徴

･KS1地点（試料1,試料2)

”



上台2適跡

試料lと試料2では傾向は類似し、樹木花粉より草本花粉の占める割合が非常に高い。草本花粉で

はヨモギ属が優占し、 イネ科、キク亜科、 カラマツソウ属などが伴われる。樹木花粉ではコナラ属コ

ナラ亜属、マツ属複維管束亜属が多く、ハンノキ属、 クルミ属、 トチノキなどが伴われる。

･KS2地点（試料3,試料4)

試料4では樹木花粉より草本花粉の占める割合が非常に高い。草本花粉ではヨモギ属が優占し、次

いでキク亜科、セリ亜科、 タデ属などが多く出現する。樹木花粉ではコナラ属コナラ亜属などが多く

出現する。試料3では下部より草本花粉のイネ科が増加し、キク亜科、タデ属、セリ亜科が減少する。

樹木花粉ではコナラ属コナラ亜属、マツ属複維管束1llﾘ萬、ブナ属などがやや増加する。

･KS3地点（試料5,試料6,試料7)

試料7では樹木花粉より草本花粉の占める割合が非常に高い。草本花粉ではヨモギ属が優占し、次

いでキク亜科、タンポポ亜科、セリ亜科、イネ科などが出現する。樹木花粉ではコナラ属コナラ亜属、

トチノキなどが比較的多い。試料6ではタンポポ亜科、セリ亜科が減少し、 ヨモギ属の占める割合が

高くなる。試料5では草本花粉の占める割合がやや減少し、樹木花粉のキハダ属、 クリなどが増加す

る。

･KS4地点（試料8,試料9)

試料8、試料9とも樹木花粉より草本花粉の占める割合が非常に高い。草本花粉ではヨモギ属が非

常に高率に出現し、次いでキク亜科、 イネ科などが多い。樹木花粉ではコナラ属コナラ亜属、 トチノ

キなどが出現する。

･B-Tm直下の堆積層（試料A,試料B,試料C)

いずれの試料も花粉密度が低く、花粉はほとんど検出されなかった。試料Aでは、樹木花粉のコナ

ラ属アカガシ亜属、樹木と草本花粉を含むウコギ科、草本花粉のタデ属、キク亜科、 ヨモギ属などが

わずかに出現する。少ないなかでヨモギ属が優性である。試料Bでは、樹木花粉のハンノキ属、草本

花粉のイネ科、キク亜科、 ヨモギ属などが出現する。 ここでもヨモギ属が優性である。試料cでは、

樹木花粉のスギ、草本花粉のカラマツ､ノウ属、キクⅢ科、 ヨモギ属が出現する。 ヨモギ属が多い。

（4）珪藻分析

試料から出現した珪藻は、貧塩性種（淡水生種） 6分類群である。計数された珪藻の学名と個数を

表3に示す。以下に表記した分類群を示し、産出状況を記す。

〔貧塩性種〕

Cocco"eZsspp.、Hα〃tZsc賊αα加p/Zjomys、NaUZcz"α、〃〃cα、ⅣaUjcIJJqpzjpIJZα、P加〃"ja7jq6oJ､eα〃s、

R/zOpQIo醜agj66q

B-Tm直下の堆積層は珪藻密度が非常に低い。わずかに珪藻が検出された試料では、すべて貧塩性

種（淡水生種）で、陸生珪藻のH(mizscﾉ〃ααmp/ZZoXys、ⅣaUjc〃α、""cα、P加刀"Zα"a6oJ-eα"sなど

であった。

5．考察

(1)畑跡における栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、 イネをはじめムギ類、 ヒ

エ属型（ヒエが含まれる）、エノコログサ属型（アワが含まれる）、キビ属型（キビが含まれる）、ジュ

ズダマ属（ハトムギが含まれる)、オヒシバ属（シコクビエが含まれる)、モロコシ属型（モロコシ

が含まれる）およびトウモロコシ属型（トウモロコシが含まれる）などがあるが、 これらの分類群は

いずれの試料からも検出されなかった。また、明らかな栽培植物とみられる花粉も確認されなかつ

j00



V 自然科学的手法による分析結果

表2上台2遺跡にお|ﾅる花粉分析結果

Kod下位の畝状以降 B－Tln直下

分顛11￥ KSl (畝） KS2 （畝間） KS3 （畝） KS‘】 （畝冊）

学名 和名 3 4 8 9 A B C、

（－） <-） （一） （ ） （ ） （-) （-） (-) （ ) (-） （-）寄生虫卵HごlmiI1Ih亡哩 r
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表3上台2遺跡における珪藻分析結果
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上台2遺跡
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V 自然科学的手法による分析結果

た。 こうしたことから、今回の分析調査では当該畑における栽培植物を特定することはできなかっ

た。

なお、 イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来す

るものが含まれている可能性が考えられる。また、キビ族型にはヒエ属やエノコログサ属に近似した

ものも含まれている。 これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題としたい。ただし、植

物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑作物は分析の

対象外となっている。

一方、寄生虫卵はいずれの試料からも検出されなかった。花粉分析の結果によると乾燥あるいは乾

湿を繰り返すような環境が推定されており、寄生虫卵や花粉などの有機質遺体が分解されるような堆

積環境であったと考えられる。寄生虫卵が分解されたか当初より混入していなかったかは不明である

ため、人糞施肥については言及できない。また、珪藻の集積がないため、灌概水などによる水の供給

もなかったと考えられる。

（2）上台2遺跡における植生と環境

Ko-d下位の畝状遺構およびB-Tm直下の堆積層ともチマキザサ節型が多量に検出され、キビ族型、

ウシクサ族A、 ミヤコザサ節型なども検出された。部分的にヨシ属やススキ属型なども検出された。

おもな分類群の推定生産量によると、すべての試料でチマキザサ節型が卓越している。なお、花粉密

度は低い。

以上のことから、駒ヶ岳dテフラ(Ko-d, AD1640)下位および白頭山苫小牧テフラ(B-Tm, 10

世紀）直下層の堆積当時は、おおむねササ属（チマキザサ節やチシマザサ節）が繁茂する状況であっ

たと考えられ、土壌中に多量の有機物が供給されたと推定される。また、部分的にヨモギ属、キク亜

科、ススキ属やチガヤ属、キビ族などの人里植物、耕地雑草が生育する日当たりの良い乾燥した開地

が分布していたと見られ、周辺にはヨシ属などが生育する湿地的なところも分布していたと推定され

る。珪藻分析においてもわずかな陸生珪藻の出現から、堆積地周辺が比較的乾燥した堆積環境であっ

たことを支持している。 こうした環境は、検出遺構が畑であることとよく合致する。

花粉の形態では雑草と区別することができないが、アブラナ科、 イネ科、キク亜科には栽培種が含

まれることから、 これらの栽培の可能性も想定される。近隣の森林植生は、 コナラ属コナラ亜属とマ

ツ属複維管束亜属を主とし、 コナラやクヌギ、アカマツの二次林の分布が推定される。ハンノキ属、

クルミ属トチノキはいずれも川辺や谷沿いに生育する湿地性の樹木で、近隣の川辺や谷沿いに分布

していたとみられる。

ササ属は氷点下5℃程度でも光合成活動をしており、雪の中でも緑を保っていることから、大半の

植物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカなどの草食動物の重要な食物となっている （高

槻1992)。遺跡周辺にこれらのササ類が豊富に存在したことは、当時の動物相を考える上でも重要

である。

6． まとめ

分析の結果、駒ヶ岳dテフラ(Ko-d, AD1640)下位の畝状遺構の試料、および白頭山苫小牧テ

フラ(B-Tm, 10世紀）直下の堆積層からは、 イネ科栽培植物（イネ、ムギ類、 ヒエ、アワなど）を

含め栽培植物に起源する植物化石は検出されず、 これらの遺構における栽培植物を特定するには至ら

なかった。ただし、花粉化石の検出されたイネ科、アブラナ科、キク亜科には栽培作物が含まれるた

め、あるいはこれらの分類群に属する植物が栽培されていた可能性も否定できない。 また、花粉密度

が少ないため、マメ類など花粉の極めて少ない作物は反映されなかったとみられる。
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図版3 上台2遺跡の珪藻

各層準の堆積当時は、 ヨモギ属を主にキク亜科やイネ科などの耕地雑草・人里植物の性格を持つ草

本の繁茂が示唆された。 イネ科植生としては、おおむねササ属（チマキザサ節やチシマザサ節）が繁

茂する状況であったと考えられ、部分的にススキ属やチガヤ属、キビ族などが生育する日当たりの良

いところや、 ヨシ属などが生育する湿地的なところも分布していたと推定される。
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上台2遺跡

4 畑跡の炭化種実同定分析
株式会社古環境研究所

（ 1 ）はじめに

植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその

群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能

である。また出土した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。

ここでは、上台2遺跡で出土した炭化種実について植物種を同定し、当時の農耕および植生につい

て検討を行う。

（2）試料

試料は、畑跡より出土した炭化種実で、時代は17世紀前半と考えられる。試料は平成15. 16年度

の2回にわけて採取されたもので、いずれの試料も水洗選別済みのものである。平成15年度採取分

は、試料番号1～63で、遺構番号N46が18点、 P48が23点、 P52が22点の計63点である。平成16年

度採取分は、試料番号64～89で、遺構番号G51が2点、 G50が4点、 E51が4点、 G54が2点、 1

58が7点、K58が3点、K62が4点の26点の計89点である。

（3）方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行っ

た。結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

（4）結果

①分類群

樹木l、草本4の計5分類群が同定された。学名、和名および粒数を表lに示し、主要な分類群を

写真に示す。以下に同定の根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

マタタビActmjdjqpojygqj7z(JPlanch.exMaxim. 種子マタタビ科

暗褐色ないしやや紫色を帯びる茶褐色であるが、炭化しているため楕円形を呈す。断面は両凸レン

ズ形、表面には穴が規則的に分布する。種皮はやや厚く堅い。

〔草本〕

アワSetα『jα〃α"cqBea邸U､ ~ 果実イネ科

茶褐色であるが、炭化しているため黒色で楕円形を呈す。表面には横方向の微細な隆起がある。

アカザ属Cんe"Opoα虹"z 種子アカザ科

黒色で光沢がある。円形を呈し、片面の中央から周縁まで浅い溝がはしる。

カラマツソウ属Tんα"cか邸、種子キンポウゲ科

濃黄褐色であるが、炭化しているため黒色で狭卵形を呈す。先は細く尖り、腹面は細い隆状がある。

アカネ科？ R邸6Zaceae 種子

炭化しているため黒色で、偏球形を呈す。背面は広楕円状円形である。中央に円形の穴がある。炭

化の度合いが激しく、表面模様が十分観察出来なかったためアカネ科？とする。

不明炭化種実

炭化の度合いが著しく、発泡していたり表面模様が欠落しているため、種実ではあるが詳細が観察

出来なかったものを不明炭化種実とした。

炭化物片

種実ではないもので、微細な炭化破片や炭化材片と思われるものを炭化物片とした。
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表1 上台2遺跡における炭化種実同定結果（ 1 ）
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'二台2遺跡

表1 上台2遺跡における炭化種実同定結果（2）
分顛鮮
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図版1 上台2遺跡の炭化種実

5 カラマツソウ属果実
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自然科学的手法による分析結果V

②種実群集の特徴

・平成15年度採取分

1)N46

アカザ5、カラマツソウ属1が検出された。

2) P48

アカザ3、カラマツソウ属1、アカネ科？4が検出された。

3) P52

マタタビ2、アワl、アカネ科？3が検出された。

・平成16年度採取分

1)G51

検出されなかった。

2)G50

検出されなかった。

3) E51

検出されなかった。

4) G54

検出されなかった。

5) 158

アワ1が検出された。

6)K58

検出されなかった。

7)K62

アカネ科？2が検出された。

（5）考察

上台2遺跡出土の種実について同定を行った。いずれの試形上台2遺跡出土の種実について同定を行った。いずれの試料も炭化しており、マタタビ2、アワ2、

アカザ8、 カラマツソウ属2、アカネ科？9が同定された。

マタタビは林縁に生育し、果実は、生食あるいは塩蔵して食し、若葉も食用となる。アワは栽培植1マタタビは林縁に生育し、果実は、生食あるいは塩蔵して食し、若葉も食用となる。アワは栽培植物

であり、本州以南では弥生時代以降においてイネと伴に栽培され出土する。アカザは人里を好み、畑

作雑草でもある。若葉は食用になり、薬用にも用いられる。アカネ科は多年草で山野に生育し、染料

や薬用になる。
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上台2遺跡

5 炭化樹種同定分析

株式会社古環境研究所

（ 1 ）はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同

定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

ここでは、上台2遺跡で出土した炭化材について樹種を同定し、当時の木材利用ならびに森林植生

について検討する。

（2）試料

試料は、上台2遺跡において、焼土、畑跡などより出土した炭化材16点である。なお1サンプル

中に、 2種類の樹種が入っていたものは、試料番号に枝番号①、②を付加した。

（3）方法

試料を割折して炭化材の新鮮な横断面（木口と同義)、放射断面（柾目と同義)、接線断面（板目

と|司義）の基本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって50～1000倍で観察した。同定は、解剖

学的形質および現生標本との対比によって行った。

（4）結果

結果を表lに示し、主要な分類群の顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠となった特徴を記

す。

【カバノキ属BetzJIα カバノキ科】 （図版1)

横断面：小型で丸い道管が、単独あるいは放射方向に数個複合して、ややまばらに散在する散孔材

である。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は8～20本ぐらいである。放

射組織は同性である。道管と放射組織の間の壁孔は極めて小さく密である。

接線断面：放射組織は、 ｜司性放射組織型で、 1～3細胞幅である。道管相互の壁孔は極めて小さく

密に配列する。

以上の形質よりカバノキ属に|司定される。カバノキ属にはウダイカンバ、シラカンバ、ダケカンバ、

ミズメなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する落葉の高木である。

【クリ CaS如刀eac『e"αｵaSieb.etZucc. ブナ科】 （図版2)

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が、火炎状

に配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の|司性放射組織型である。

以上の形質よりクリに|可定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の

高木で、通常高さ20m、径40cmぐらいであるが、大きいものは高さ30m、径2mに達する。耐朽性が

強く、水湿によく |Ⅲえ、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、

薪炭、椎茸ほだ木など広く用いられる。

【コナラ属コナラ節QzJej･cIJssect.P『加邸s ブナ科】 （図版3)

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、 1～3列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張っ

た小道管が、散在または火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。
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V 自然科学的手法による分析結果

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は|司性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。 コナラ属コナラ節にはカシワ、 コナラ、ナラガシ

ワ、 ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ15m、径60cmぐら

いに達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

【ウルシ属？ R伽8？ ウルシ科】

横断面：年輪のはじめにやや大型の道管が単独あるいは2～3個複合して配列する環孔材である。

晩材部で小道管が単独あるいは主に放射方向に2～3個複合して散在する。早材から晩材にかけて道

管の径は徐々に減少していく。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は異性である。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、 1～3細胞幅ぐらいである。

以上の形質よりウルシ属に類似する。ただし、本試料は焼け膨れなどの変形が激しく、保存状態も

悪いため広範囲の観察が出来ず、 ｜司定には至らなかった。ウルシ属にはヤマウルシ、ツタウルシ、ヌ

ルデ、ヤマハゼ、ウルシなどがある。その内ヤマウルシ、ツタウルシ、ヌルデは北海道、本州、四国、

九州に分布する。ヤマハゼは本州（関東以西)、四国、九州に分布し、ウルシは各地に栽培されてい

る。落葉の高木、または藤本である。

【タラノキAraliaelataSeemann ウコギ科】 （図版4)

横断面：年輪のはじめに大型の道管が数列列配する環孔材である。晩材部の小道管は1～3列幅

で、接線方向に配列する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は異性である。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、 l～5細胞幅で、不完全な鞘細胞が見られる。

以上の形質よりタラノキに同定される。 タラノキは、落葉の低木で、北海道、本州、四国、九州に

分布する。

【クサギClerodendrumtrichotomumThunb. クマツヅラ科】 （図版5)

横断面：年輪のはじめに、やや大型の道管が単独あるいは2～3個複合して配列する環孔材であ

る。晩材部で、小道管が単独あるいは2～3個複合して散在する。早材から晩材にかけて道管の径は

徐々に減少していく。軸方向柔細胞が、早材部で周囲状、晩材部では数列幅で接線方向へ配列する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は異性である。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、 1～4細胞'幅である。

以上の形質よりクサギに同定される。クサギは北海道、本州、四国、九州、沖縄に分布する。落葉

の低木である。

【タケ亜科Bambusoideae イネ科】 （図版6)

横断面：基本組織である柔細胞の中に並立維管束が不規則に分布する。並立維管束は木部と師部か

らなり、その周囲に維管束鞘が存在する。

放射断面及び接線断面：柔細胞及び維管束、維管束鞘が桿軸方向に配列している。

以上の形質よりタケ亜科に同定される。

【広葉樹broad-leavedtree】

横断面：道管が存在する。

放射断面：道管と放射組織が存在する。
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上台2遺跡

横断面 ， -- , : 0.4mm 放射断面 , : 0.2mm 接線断面 , : 0.2min

1 ． UD2 Cw-2 106 カバノキ属

横断面 , - , : 0.4mm 放射断面 , : 0.4m 接線断面 : 0.2mm

2. UD2 CW－3 90 クリ

接線断面 ， ： 0．2mm横断面 , -- | : 0.4Inm 放射断面 , : 0.4mm

3. UD2 CW-1 91 コナラ属コナラ節

図版1 上台2遺跡の炭化材I
"2



V I'|然科学的手法による分析紬果

0.4mm 放射断面 | : 0.41nm 接線断面， －．-- | : 0.2mm横断面

4. UD2 CW~6 94 タラノキ

横断面 ，－ ： 0.4mm 放射断面 ~ , : 0.4m 接線断|"| -… ‐詞一" : 0.2mm

5.UD2 CW-9 166 クサギ

横断面 , : 0.4n皿 放射断面， －－: 0．4mm 接線断面 一 一一 ' : 0.4mm

6.UD2 CW-11 309 タケ亜科

図版2 上台2遺跡の炭化材Ⅱ
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上台2遺跡

表1 上台2遺跡における樹種同定結果

試料番号 管理番号 遺職繩類 結果（学名／ﾄⅡ名）

赤褐色土

赤褐色土

赤褐色土

赤褐色土

炭化物集中

炭化物集中

畑跡

畑跡

klll跡

畑跡

畑跡

炭化物集中

畑跡

畑跡

畑跡

畑跡

コナラ属コナラ節

カバノキ属

クリ

クリ

草本？

タラノキ

ウルシ属？

草本？

広葉樹

クサギ

タケ11Ii科

タケ亜科

タケ[I1科

広葉樹

ウルシ属？

広葉樹

QIJ"czzssect.P『m"s

BetzJZq

Casjα"eaCFe刀a"Sieb.etZucc.

Casｫα"eac7e"αｫaSieb・etZucc.

grass？

AJ､q〃αelamSeemann

Rﾉ214s？

grass？

broad-leavedtree

CJemde"(かz"7z"jc加m77zz"7zThunb

Bambusoideae

Bambusoideae

Bambusoideae

broad-leavedtree

RﾉZ"s？

broad-leavedtree

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

，

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

①

②

①

②

①

②

~~

~

~

~

~

１

２

３

４

５

６

７

８

８

９

皿

、

吃

吃

喝

昭

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

馴

岬

卯

皿

鯛

別

記

氾

氾

唖

峨

知

却

却

却

却

接線断面：道管と放射組織が存在する。

以上の形質より広葉樹に同定される。なお本試料は焼け膨れなどの変形が激しく、保存状態が悪い

為、広範囲の観察が出来なかったので、広葉樹の同定にとどまる。

【草本？ grass？】

木材の形質を呈していない。

（5）所見

同定の結果、上台2遺跡の炭化材は、カバノキ属1点、クリ2点、 コナラ属コナラ節1点、ウルシ

属？2点、 タラノキ1点、クサギ1点、 タケ亜科3点、広葉樹3点、草本？2点であった。 カバノキ

属は温帯から亜寒帯に分布する落葉高木で主に向陽山地に生育する。クリは温帯に広く分布する落葉

高木で、暖温帯と冷温帯の中間域では純林を形成することもあり、 また二次林としての性格を持つ。

コナラ属コナラ節は温帯に分布する落葉高木で、 ミズナラなどの冷温帯落葉広葉樹林の主要構成要素

やコナラとクヌギなどの二次林種が含まれる。 タラノキは、温帯から亜寒帯に分布する落葉低木で、

低地の二次林内などに生育する。またクサギとウルシ属も、温帯を中心に広く分布する落葉広葉樹で

二次林要素である。 タケ亜科は温暖な地域を好んで生育するが、アズマネザサ、スズタケなどは北海

道にも分布する。また人為的に持ち込まれた可能性も否めない。以上のように、本遺跡で出土した炭

化材は遺跡周辺に生育可能で二次林性の樹種が多い。

参考文献

佐伯浩・原田浩（1985）針葉樹材の細胞木材の構造，文永堂出版, p.20-48.

佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞木材の構造，文永堂出版, p.49-100.

島地謙・伊東隆夫(1988) 日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閣, p.296

山田昌久(1993) 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第1号，植生史研

究会, p.242
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V 自然科学的手法による分析結果

6 分析試料の採取方法について
各種分析は、畑運営当時の環境復元、栽培種と栽培方法の特定を主なl1的として、土壌科学分析、

炭化種子同定、炭化樹種II:1定、植物珪酸体分析、花粉分析、珪藻分析、寄生虫卵分析についておこなっ

た。分析試料の採取地点については、図Ⅲ－2に示した。

炭化種子同定・炭化樹種同定は、特定の範囲について層位別に土壌を採取し、水洗選別作業により

試料を抽出した。試料は平成15年度及び平成16年度に採取し、年度により採取基準・方法が異なる。

（ 1 ）炭化種子・炭化樹種同定試料

【平成15年度内容】

試料採取地区（約1000m2)を限定し、内、約10%(5グリッド80m2分）について採取対象範囲と

した。

① 4m四方のグリッドを16分割し、各1m四方区画にグリッド基準杭から①～⑯の番号を付す。 さ

らに1m四方区画を4分割し、 a～dの番号を付す（図V－6-1)。試料採取は1m四方マス

①～⑯の内、①．③．⑥．⑧．⑨．⑪．⑭．⑯でおこなった。

②採取対象lm四方マスを層位毎に掘り下げ、細分割したa～dの内条件の良い箇所を任意で決定

し、サンプリングをおこなう。一回に採取する土壌は1リットル程度に限定した。

③層位は次のように区分した。

Ⅱ層(Ko-d)直下…黒色十卜面～lcmの堆積

Ⅲ－1層…黒色士表面よりl～3cmの堆積

Ⅲ－2層…黒色土表面より3～5cmの堆積

畝間の士…Ⅳ層(B-Tm)検出面～5cmの堆積

【平成16年度内容】

平成15年度採取試料を補足するためのサンプリングを目的とした。平成16年度では、Ⅲb層上面

で畑跡が構築されていることを確認した。よって畑構築面で畝・畝間が明瞭に判別できる任意の地点

より、土壌採取をおこなった（図V－6-1)。

①採取地点を決定し、畝及び畝間からそれぞれ層位毎に採取をおこなう。

②層位は次のように区分した。

畝 上4cm…構築面（Ⅲb層上面） より0～4cmの堆積

下4cm…構築面（Ⅲb層上面）より4～8cmの堆積

畝間上4cm…構築面（Ⅲb層上面）より0～4cmの堆積

下4cm…構築面（Ⅲb層上面）より4～8cmの堆積

（2）寄生虫卵分析・花粉分析・植物珪酸体分析・珪藻分析試料

寄生虫卵、花粉分析、植物珪酸体分析については、畑跡の構造が良好に把握できた範囲について、

畝、畝間から層位毎に土を採取した（図V－6-1)。また、樹種同定試料については、畑跡に関係

すると考えられる炭化物集中からも抽出した。 （坂本）
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ﾉ
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■
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~〆~
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鞘
黒褐

黒褐

堅埴土 中 B－Tmが殉く粒子状に遅じるl0YR2/2
27

埴土 強 鴎10YR1-3／12

埴埴土 中 堅 B-TmlO％含有2.5YR3／13

Ⅳ章第3節寄生虫卵分析･植物珪酸体分析

・花粉分析･珪藻分析（古環境研究所依頼）

基準杭

~楯 。

'。
①

C

IW1

＋K！､輿

93‘3a

b

【〕

管理番号15～21

Ⅳ章第2節植物珪酸体分析･花粉分析

（パリノ･サーヴェイ依頼）

句
雫
ｌ
Ⅱ~~

Ｏ

‐

．
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Ⅵ成果と課題

1 縄文時代の遺構、遺物について

縄文時代の遺構、遺物は共に散発的な出土状況であった。遺構は6基中4基がTピットであり、そ

の分布も8～20m以上の間隔で点在している。土器は、小破片が小規模にまとまる例が多い。石器は

石器製作の痕跡が薄く、使用によって破損したと考えられるトゥール類が散発的に出土する。 こうし

た状況からは、遺跡の利用が一過性であったこと、狩猟・採取などの非恒常的なものであったことな

どが考えられる。

2 畑跡について

上台2遺跡では、調査区のほぼ全面から畑跡を確認することができた。平面を記録した面積は約

7,050m2で、畑跡の広がりは1万In2以上に及ぶと推測される。森町内の近隣の遺跡では、烏崎遺跡(森

町教育委員会1975)、森川3遺跡、森川5遺跡で畑跡が認められている。 ここでは、上台2遺跡で確

認された内容を取りまとめた上で、それぞれの問題点について検討を加えたい。

また、道内で確認されている他遺跡の類例と比較し、考察を加えてみたい。

（ 1 ）上台2遺跡の状況と検討

以下、上台2遺跡についてⅢ章で確認された主要な内容を概観しながら項目毎に検討を加えていく

こととする。

【形成時期】畑の形成された時期は、Ko-d火山灰のほぼ直下という層位的関係から判断して、 17世

紀前半と捉えた。Ko-dと畑跡構築面の間層には層厚1～2cm程度の黒色土が堆積する。

【面積・規模】尾根状地形頂部から森川支流にかけて広がる東側斜面の、 1万In2を越える広い範囲

に畑跡が分布する。畝・畝間はほぼ全てが地形の傾斜と同方向に形成され、切れ間無く続いている。

このため、畑跡が全て同時期に形成され、運営された可能性がまず指摘できる。

しかし、部分的に畝間が20～50cmほどの狭い間隔で密集する範囲(1区･ 3区の北側）がみられ

る。 これら狭い間隔の畝間（溝状の痕跡）は、不明瞭で断続的なものと、明瞭なものが交互に並んで

いることを、写真から確認した（口絵2）。不明瞭なものを時期差と捉えれば、複数回の耕作が行わ

れたことも考えられる。 また、耕作目的の違いによるものとすれば、 「切り返し」の行為、作付け部

分に限定して天地返しを行った、溝状耕作痕＝「作付け痕」の可能性があげられる （図Ⅵ－1）。 こ

の他、 「耕作痕」 と呼称される、畝立て以前に土壌改良を目的におこなわれる行為も考えられる （佐

藤2000)。

畝間の密集は部分的な範囲であり、明瞭な輪郭を持つ畝間は、 100～150cm間隔で切れ目無く続い

ていることからは、畑跡は同時期に全面展開された可能性が高いと考える。明瞭・不明瞭な痕跡が整

然と交互に配列される状況からは、部分的範囲に確認された切り返し行為や作付け痕と捉えた方が良

いかもしれない。

【構造】畝間の長さは断続的で詳らかではないが、 10～30m以上に及ぶ。畝間幅は40cm前後、畝間

の間隔（心心間）は120cm前後のものが多数を占める。よって、畝幅（上部の平坦部）は80cm前後

が多いことになる。畝間はほぼ全てが地形の傾斜方向に沿って構築されている。 これらは切り合い関

係を持たず、整然と連続する。ただし、畝間の間隔には上述したような差異がみられる。

畝間の掘り込みは深さ10～25cm程度のものが多く、横断面で観察した掘り込み形状は、V字･U
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上台2遺跡

字形を呈するものと、広い底辺を有するものがあり、一様ではない。

畝立ては行われたと判断される。畝上面からは、B-Tmのブロックと粒子を含有した暗褐色～黒褐

色土が検出された。B-Tmが本来層序より上位に、規則的範朋に位置することは、人為的要因による

ものと判断され、 これを畝立て痕跡と理解した。 しかし、畝立ての盛土は断面では明瞭に確認できて

おらず、薄い堆積が残存したと捉えられる。斜面地形に影響され、盛土が自然営力により移動・流失

したことが考えられよう。畝立ての盛土を考慮すれば、畑が形成された当時、畝と畝間は20cm前後

の高低差を有していたことが推測される。

【耕作方法】

《畝立ての方法》 Va層上面で確認された「イナズマ痕」は、 II317～23cmの長方形・台形が連なっ

たものである。 これらは、鍬もしくは鋤の耕作痕跡と捉えられる。左右互い連いに連なる様は、畝間

を耕作具幅より広く形成するため、左右にずらしながら作業したものであろう。Ⅲ章第5節での縦断

面の観察結果から作業を推測すれば、次のような内容があげられる。

①鍬の場合人間は斜面上位方向に向き、斜面の上から下に向かって後ずさりするように畝立て作業

を進行。 II517cm(5寸5分）程度の鍬先を小刻みに左右にずらしながら、上位から下位に向かって

鍬の刃先を入れ、手元に引き上げるように運動させる（図版9－20)。

②踏み鋤の場合人間は斜面下位方向に向き、下から上に向かって後ずさりするように作業を進行。

幅17cm(5寸5分）程度の鋤先を小刻みに左右にずらしながら、上位から下位に向かって鋤の刃先

を入れ、左右に起こすように引き上げる。

耕やされた土は畝に盛り上げられたと考えられる。

《施肥》寄生虫卵分析では寄生虫卵は検出されず、施肥が行われたとの判断はできなかった。上台2

遺跡は斜面地形であるため、肥料痕跡が流出した可能性もある。 しかし、 1万In2に及ぶ広範な畑に

施肥を行うとすれば、相当量の肥料が必要となる。人糞堆肥であれば、それを賄うべき集団が存在し

なければならない。森町にあって長年農業改良普及員として功績を残し、現在は園芸コンサルタント

をされている田中淳氏の御教授によれば、 5人家族1年分の堆肥によって賄える畑の面積は、おおよ

そ300㎡ほどとのことである。 1万nl2であれば、 33世帯、 160人以上もの大量の人糞が必要となる。

広範囲な畑が|司時期に運営されていたかの問題はあるが、施肥の可能性は低いと考えたい。

《作付け箇所》Ⅲ章で述べたように、畝間には「作付け痕」 と考えられる不明|僚なものが含まれる。

つまり、畝上の溝状に天地返しされた部分に作付けされた可能性がある（図Ⅵ－1）。

《焼畑》焼畑の可能性については、畑耕作土に含有される炭化物量により検討した。土層断面の肉眼

観察ではⅢb層に含まれる炭化物量は5％以下であった。土壌水洗選別では、Ⅲb層1リットルあた

りに0～1.99の抽出量で、平均値は0.4gであった。 19以下の試料は40点中36点、 0.59以下の試

料は28点を占めている。抽出される量には多寡が認められるが、全体的には少量の検出と判断され

る。土中で自然生成される炭化物の存在を考慮すれば、被熱により生じた炭化物量はさらに少ないこ

とが考えられる。焼畑を肯定する積極的な結果は得られなかった。

《転畑》同じ場所で2～3年連続して畑作を行うと、地力が低下する連作障害が起こる。 これを避け

るために、転畑（場所の移動）を行う。転畑は隣接した場所でも効果があると田中淳氏から御教授を

得た。上台2遺跡では切り合い関係のない畝間が、切れ目無く連続して展開する。また、Ⅳ層上面で

確認した範囲については、構築面の風化状況などを観察していないため、時間差を示す材料は得られ

ていない。このため、転畑が行われたとは判断できなかった。

上台2遺跡の畑跡で、仮に転畑の結果によって広範囲に展開されている場合、廃絶する畝・畝間か
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Ⅵ成果と課題

ら切れ目無く、引き続いて耕作したこととなる。 こうした、利用を終えた畑に規制されるとは考え難

く、 【面積・規模】で上述したように、広範囲を一時期に展開したと捉えたい。ただし、畑の構造が

遺跡の斜面地形に強く規制され、均一に展開した可能性も否定できない。

【環境】植物珪酸体分析の結果によれば、畑形成当時はチマキザサが繁茂した状態であり、 これは陽

当りの良い乾燥した開地環境であることを示している。古環境研究所の松田隆二氏の御教授によれ

ば、 こうした環境は山火事などを除けば、 自然には成立しないようである。文献記録によれば、 17

世紀当時の烏崎川河口付近から上台地域周辺は木が鯵蒼と生い茂る森をなしていたとある（Ⅱ章第2

節)。炭化樹種同定から得られた結果では、生育可能な二次林性の種類が多く検出されている。畑跡

に関係する開地により環境が変化したことを示すものとも捉えられる。また、花粉分析の結果では、

ヨモギ属をはじめとする草本植物が多く検出されている。草本植物は人里植物と呼称されるように、

人間が管理する開地場所に主に生育し、 自然環境ではほとんどみられない種類である。

チマキザサはVa層からも多量に検出されており、元々開けた場所を畑に利用した可能性が高い。

草原のような開地を選択し、更に比較的管理した環境で畑は営まれていたようである。

【栽培植物】炭化種実同定分析の結果、アワ2、アカザ8、マタタビ2などが検出された。アワは栽

培植物であり、畑跡で栽培された可能性が指摘できる。また、花粉分析では、 イネ科、アブラナ科、

キク亜科の栽培植物を含む種類が検出されており、ダイコン・カブ・アタネなどの可能性もある。

【耕作集団】考古学的知見からは、耕作集団を特定する良好な材料は得られなかった。畑跡上面から

出土した遺物は鉄製品（刀子）一点である。刀子は全体の形状、大きさから、マキリの特徴は無く、

日本刀の特徴を有す小刀であろうとの見解を得ている。本州で生産され、何らかの理由で道南部に搬

入したもので、明らかに和人が関与している。刀子が畑跡に伴うことを前提とすれば、畑跡を耕作し

た集団は、和人もしくは和人と関連したアイヌと考えられる。

森町における和人の定住は17世紀の初頭から記録されており、 また、砂原では16世紀の前半から

すでに定住がはじまっている。本州や箱館からの入稼の人間も含めれば、 この時期、森周辺には多数

の和人が出入りしていたと考えられる。 Ⅱ章第2節で述べた文献記録から推測すれば、 こうした和人

との交流を持つアイヌが、畑を耕作した可能性が高いことを指摘しておきたい。

（2）道内の畑跡の類例と考察

道内での畑跡の研究は、 1990年代後半の、高砂遺跡、ポンマ遺跡、桜町遺跡、桜町7遺跡の発掘

調査で明瞭な畑跡が確認されたことを契機に活発化した。ポンマ遺跡を調査した、青野友哉、小島朋

夏は主に畑跡の構造を整理し、耕作集団の特定について論考した（青野・小島1999，青野2000)。桜

町遺跡・桜町7遺跡・栄浜2遺跡・栄浜3遺跡などを担当した横山英介は焼畑農法について積極的に

論を展開している（横山2002a ．2002b ・2003)。また、吉崎昌一や山田悟郎は、植物遺体の分析を

足場に、アイヌの畑作の可能性を指摘している （吉崎1996, I I｣田1998b ・ 1999.2000)。

道内では、平成16年度の段階で、 15遺跡の畑跡の検出例が確認されている。その内容を表Ⅵ－1

に示した。以下、上台2遺跡での検討結果とあわせ、以下の6項目 （①分布、②畑の形成開始時期、

③畑の規模、④耕作方法、⑤栽培植物、⑥耕作集団）について考察を加えたい。

①分布

道内で確認されている、畑跡を検出した遺跡の分布を図Ⅵ－1に示した。 15遺跡の内、 13遺跡が

道南部、上磯から内浦湾の沿岸部周辺に位置している。近世の同地域は松前藩の支配した｢和人地｣、

もしくは「和人地」に近接した範囲であり、和人地の拡大と共に「場所」が設置された経緯がある。
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Ⅵ成果と課題
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一般民衆の移住も15世紀後半から16世紀頃に開始されており、 17世紀には和人の村（集落）が点在

するようになる。同地域については、こうした、本州、和人地からの影響を受け易い地理的環境にあっ

たことが、畑跡の形成に深く関与したと考えられる。つまり、畑耕作技術の伝播や鉄製品の搬入など

である。

また、 ｜可地域ではB-Tm火ll1灰、Ko-d火山灰の堆積が良好に確認できること、縦貫自動車道や高規

格道などの緊急発掘調査が多数行われていること、などが発見を助長しているのであろう。

②畑の形成開始時期

これまでに確認されている畑跡の中で、おおよその時期が特定できるものは11か所である。内、

9か所は17世紀の前半に畑が営まれており、 これらの分布は道南部にみられる。現在、明確に17世

紀以前と判断される畑跡の検出例はない。 こうした状況から、畑の形成開始時期は、 17世紀前半で、

和人地周辺より展開され始めたと推測される。

ただし、擦文文化期の遺跡からは、栽培植物が多数検出されており （吉崎・椿坂1990， 山田1998

a ･ 1998b ・ 1999,北海道開拓記念館1995)、中世から食用植物栽培が行われていたことは確実であ

る。 ここでは、後述するような畝立て構造を有する「畑跡」の形成時期として捉えておきたい。

③畑の規模

確認されている畑跡の面積は様々である。 これは、調査範囲に限定されたことが原因しており、高

砂貝塚やポンマ遺跡、上台2遺跡のような、数万㎡規模の広大な畑跡が多く存在することが考えられ

る。 しかし、 これらの多くは、高砂貝塚やポンマ遺跡で指摘されるように（山田1998b,青野・小

島1999)、時期差を持つ畑単位の集合体である可能性がある。高砂貝塚やポンマ遺跡、栄浜3遺跡で

は、畝の方向や畝の平坦化を基準とし、一時期に形成されたと考えられる畑跡単位あたりの面積を表

V l 「備考」のように割り出している。また、桜町遺跡では、完結するとみられるlないし2単位

の畑跡が200m2の面積で確認されている。

上台2遺跡では、 1万rn2以上が一時期に形成された可能性を指摘したが、上記のような畑単位の

集合体である可能性も否定できない。いずれにせよ、畑の規模は、それを耕作する集団の規模や目的

に規定されるものであろう。 ここでは、 a : 100m2から200m2をl単位とする畑が、単体もしくは複

数単位で一時期に展開された、 b: 1万nl2以上の広範囲の畑が一時期に展開された、の両者が考えら

れる、 としておきたい。 これらの単位が時間の経過と共に遺棄もしくは増加・連結していくならば、

畑は地力の低下によって使い棄てられる、移動性の農法であると言えよう。

上台・森川周辺では、ほぼ同時期とみられる3遺跡（上台2遺跡・森川3遺跡・森川5遺跡）の畑

跡が確認されている。森川3 ． 5遺跡は近接しており、一体のものと判断すれば、やはり1万㎡以上

の畑が展開されていることとなる。よって、上台・森川周辺には、 1万㎡以上の畑が点在している可

能性が高いと考えられる。 こうした遺跡間の畑同士の関係は、①転畑によって移り変わったもの、②

耕作集団を違えて並存したもの、③同じ耕作集団の中で目的別に作り分けられたもの、などが考えら

れるが、今後の調査結果を待って検討すべき重要な課題である。

④耕作方法

《畝・畝間の構造》各遺跡とも主な規模が、畝|H1の幅:40～50cm、畝間の間|": 100～150cm、畝間

の深さ: 10～25cmで捉えられる。畝幅では、オヤコツ遺跡・桜町遺跡がやや狭く、声間川右岸2遺

跡がやや広い程度である。畝立ての痕跡は、半数以上の遺跡にみられる。畝・畝間の構造はおおよそ

規格的と捉えられる。

《耕作具》上台2遺跡では耕作具形状を示す痕跡が検出されており、鍬か鋤の使用が想定される。同
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Ⅵ成果と課題

様の痕跡は森川3遺跡でも確認されている。声間川右岸2遺跡でも掘り込み痕跡が鍬・鋤によるもの

と想定されている（稚内市教育委員会2001)。また、山田は、畝立てこそが鉄製農具が存在した痕跡

であるとし、近世の鉄製品の流入量から鉄製農具増減の原因にまで言及している（山田2000)｡ 17~

18世紀、アイヌ文化期の鍬先・鋤先は、千歳市美々8遺跡、同市末広遺跡、平取町イルエカシ遺跡、

同市二風谷遺跡などで出土例がみられる（山田2000に詳しい)。また、 19世紀初頭の「蝦夷島奇観」

（秦憶麿1800)には鍬・踏み鋤を扱う農女図が描かれている。畑の耕作に鍬、鋤などの農工具を使

用したことは確実であろう。

《施肥》寄生虫卵の検出例は4遺跡にみられる。山田(1998b･1999.2000)は施肥の可能性を指

摘しているが、ポンマ遺跡の担当者である青野・小島(1999)は否定的な見解を示している。山田

自身も「栄浜2 ． 3遺跡」の報告中では、その扱いに慎重な態度を示している。上台2遺跡では寄生

虫卵は検出されておらず、 また畑跡の面積から推測して可能性は低いと考えた。施肥の問題は畑の規

模や耕作集団とも関係している。今後の検出例の増加を待ち、各遺跡の状況を詳細に検討した上で論

ずるべきであろう。

⑤栽培植物

栽培植物が検出されたのは3遺跡である。アワ、 ヒエ、麦類などがみられるがいずれも少量の検出

である。山田は声間川右岸2遺跡の炭化頴果が検出されたことに対し、畑に混入する状況を説明した

上で、 「発掘された畑で栽培されたものとは考え難い」 として、慎重に扱うべきことを指摘している

（稚内市教育委員会2001)。上台2遺跡から検出されたアワも同様であり、やはり扱いには慎重を期

すべきだろう。

また、表中には記載していないが、山田は高砂貝塚の花粉分析によって、アブラナ科(大根・カブ・

アタネ） とイネ科（アワ・キビ・ヒエ）が検出されたことから、 これらの栽培を指摘している （虻田

町教育委員会1998)。山田はアイヌ文化期の集落遺跡から出土する栽培植物の検出状況から、アワ・

ヒエ・オオムギ・キビ・モロコシ・ソバ・アサ・アブラナ科植物などを上げ、特にアワ・ヒエの存在

を重視している（山田2000)。

上台2遺跡においてもイネ科・アブラナ科の検出がみられ、アワを含めた上記植物の栽培の可能性

があげられる。ここでは、擦文文化期からすでに栽培されていた、アワ・ヒエ・キビ・オオムギなど

が、近世の畑においても引き続き栽培され、 またアブラナ科の根菜類も生育していたことが考えられ

る、 としておきたい。山田（2000）が指摘するように、 こうした作物の種類が、すでに17世紀以前

から畝立てを有する畑が形成されていたことを示すものかは、今後充分に検討しなければならないで

あろう。

⑥耕作集団

上台2遺跡の状況では、和人と関連したアイヌの可能性を指摘した。青野・小島(1999)は、特

定の土地に固執せず、地力低下と共に移動する農法から、土地所有意識の希薄さ、施肥の可能性の低

さを指摘し、特定の畑を永続的に管理する本州の方法と異なるとした上で、アイヌによる耕作の可能

性が高いと結論している。 これは、ポンマ遺跡、高砂貝塚の状況を根拠としたもので、上台2遺跡の

畑跡も同様の性格を有することが考えられる。また、 1I｣田も高砂遺跡の遺構・遺物出土状況から、ア

イヌによるものと考えている（山田1998b･2000)。

上台2遺跡では、 1万In2以上の畑を一時期に運営したことが考えられ、 こうした大規模な耕作を

アイヌの人々が行ったものかも慎重に議論しなければならない。大規模な畑では余剰生産が考えら

れ、畑の目的も自給自足から逸脱することになる。人々が多く集まる場所に、短期間での消費を前提
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上台2遺跡

とした付加価値の低い作物（註1)を供給したものであろうか。いずれにせよ、アイヌの人々の経済

観念に抵触する問題であり、 この場での短絡的な結論は差し控えたい。

（3） まとめ

以上の内容をまとめると、次の二点の可能性があげられる。

A) 17世紀前半より、和人地周辺の上磯から内浦湾沿岸にかけて、規格的な構造を有する畑が、

和人と関係するアイヌによって開始された。

B)栽培植物はヒエ・アワなどの雑穀や、ダイコン・カブ・アタネなどで、数年の耕作の後、転畑

を繰り返す農法がとられた。

雑駁な内容ではあるが、問題提起となれば幸いである。 この他、畑発生の要因、耕作集団の地域毎

の特定、展開された規模と要因、栽培作物の消費方法と経済効果など、様々な問題が山積している。

農法に関しては焼畑の可能性も引き続き検討すべきであろう。今後、道内各地での検出例の増加が期

待されるが、畑跡に関しては、発掘調査時に得られる情報が非常に重要である。堆積土の状態を的確

に判断し、必要にして十分な調査を行うことが求められる。また、畑跡の認識・記述にあたっては、

木村鐡次郎の指摘するように、正確に形状を説明しうる用語を使い、耕作内容の混乱を避けるべきで

あろう。今後とも畑・畑跡に興味を抱く人々の知識を持ち寄り、有意な調査方法を構築していく必要

があることを切に訴えたい。 （坂本）

(註1）…換金性の高い商品作物（例えばタバコなど）ではなく、畑周辺に在住する人々が常食とし

て消費する作物と考えている。
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航空写真（2）
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